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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工

会
議
所
（
河
手
哲
雄
会
頭
）

と
日
本
ク
ラ
ブ
（
上
野
佐
有

会
長
）、
は
13
日
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
山
火
事
被
災
者
支
援
義
援

金
の
支
援
窓
口
を
設
置
し
た
。

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

も
14
日
、
義
援
金
を
募
り
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
日
系
博
物
館
に
寄
付

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　

１
月
７
日
に
発
生
し
た
大
規

模
山
火
事
は
、
現
在
も
広
い
範

囲
で
延
焼
が
続
き
、
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
な
か
で
、
ま
ず
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会
議
所

と
日
本
ク
ラ
ブ
が
共
同
で
、
こ

の
災
害
に
よ
り
被
災
者
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ

基
金
（
和
田
知
徳
理
事
長
）
内

に
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
会
員

各
社
及
び
個
人
会
員
に
支
援
・

協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

寄
付
さ
れ
た
義
援
金
は
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
公
的
義
援
金
窓

口
を
通
じ
て
、
緊
急
支
援
物
資

の
配
布
や
被
災
者
と
そ
の
家
族

へ
の
支
援
に
使
う
と
し
て
い

る
。
両
団
体
は
「
被
災
さ
れ
た

皆
様
が
一
日
も
早
く
平
穏
な
生

活
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」

と
述
べ
、
寄
付
は
全
額
、
税
控

除
に
な
る
。
寄
付
は
小
切
手

で
郵
送
す
る
方
法
で
、
送
り

先
な
ど
次
の
通
り
。
①
小
切

手
の
宛
先
＝J.C.C. Fund

（
メ

モ
欄
に “LA W

ildfi res Relief 
Fund” 

と
記
入
）
②
送
付
先

＝J.C.C. Fund 

（145 W
est

57th Street, New York, NY 
10019

） 

③ 

受
付
期
限
＝
2

月
末
ま
で
。

　
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
は
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
リ
ト
ル
東
京
に
あ
る

Ｎ
Ｙ
か
ら
ロ
ス
ヘ
義
援
金

山火事被災

Ｎ
Ｙ
の
日
系
３
団
体
が
窓
口
開
設

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
周
辺
で
７
日
に
数
カ
所

で
発
生
し
た
森
林
火
災
は
、
12

日
ま
で
に
24
人
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
検

視
官
は
、
パ
サ
デ
ナ
近
郊
の
イ

ー
ト
ン
地
区
で
16
人
、
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
パ
リ
セ
ー
ズ
地
区
で

８
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い

う
。
ま
た
16
人
が
消
息
不
明
と

い
う
。

　

被
害
規
模
が
大
き
い
の
は
マ

リ
ブ
を
含
め
た
パ
リ
セ
ー
ズ
と

イ
ー
ト
ン
で
、
す
で
に
１
６
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
焼
き
尽

く
し
た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
区
と
ブ

ロ
ン
ク
ス
区
を
合
わ
せ
た
土
地

面
積
に
相
当
し
、
１
万
棟
以
上

が
焼
け
落
ち
た
。

　

米
国
内
か
ら
８
州
の
ほ
か
、

カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
も
消

防
隊
が
駆
け
つ
け
地
元
の
消
火

活
動
を
支
援
し
て
い
る
が
、
鎮

火
で
き
た
の
は
12
日
時
点
で
サ

ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
近
郊
の
ハ
ー

ス
ト
な
ど
１
割
程
度
。
サ
ン
タ

ア
ナ
の
風
と
呼
ば
れ
る
最
大
時

速
60
マ
イ
ル
（
約
96
キ
ロ
）
に

達
す
る
乾
燥
し
た
風
の
勢
い
は

断
続
的
に
吹
い
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
リ
セ

ー
ズ
は
住
宅
の
中
央
値
が

２
０
０
万
ド
ル
と
い
う
高
級
住

宅
地
で
、
俳
優
の
ト
ム
・
ハ
ン

ク
ス
さ
ん
な
ど
セ
レ
ブ
が
多
数

住
ん
で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
気
象
予
報
会
社
の
ア
キ
ュ

ウ
ェ
ザ
ー
は
、
被
害
規
模
は
最

大
１
５
０
０
億
ド
ル
（
約
23
兆

円
）に
上
る
と
試
算
し
て
い
る
。

　
（
関
連
記
事
５
面
に
）　

　

５
日
の
交
通
渋
滞
課
金
制
度

の
執
行
後
わ
ず
か
４
日
間
で
約

２
０
０
人
が
チ
ケ
ッ
ト
を
切
ら

れ
、
３
人
が
拘
束
、
車
25
台
以

上
が
押
収
さ
れ
た
こ
と
が
Ｎ
Ｙ

市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
の
報
告
で

わ
か
っ
た
。Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
は
８
日
、

渋
滞
緩
和
ゾ
ー
ン
の
境
界
で
課

金
を
逃
れ
る
行
為
の
取
り
締
ま

り
を
開
始
し
た
。
多
く
は
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
覆
う
、
不
適

当
な
設
置
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

や
数
字
の
一
部
を
削
っ
た
り
塗

装
し
て
自
動
認
識
カ
メ
ラ
が
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
読
み
取
り

に
く
く
す
る
隠
蔽
行
為
で
、
８

日
だ
け
で
車
10
台
の
押
収
を
含

む
１
１
３
人
が
反
則
通
告
を
受

け
た
。
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス

Ｎ
Ｙ
市
長
は
声
明
で
「
制
度
を

回
避
し
よ
う
と
す
る
反
則
者
は

常
に
お
り
、
捉
ま
え
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
る
」

と
伝
え
て
い
る
。
同
市
は
「
泥

や
錆
、
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ
ス
テ
ィ

ッ
ク
製
の
カ
バ
ー
や
資
材
」
で

読
取
を
妨
害
す
る
行
為
に
課
す

新
た
な
罰
金
制
度
の
導
入
を
計

画
。
９
日
付
Ｎ
Ｙ
ポ
ス
ト
電
子

版
に
よ
る
と
、
ア
マ
ゾ
ン
な
ど

の
通
販
サ
イ
ト
で
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
表
示
を
偽
っ
た
り

覆
う
道
具
の
セ
ッ
ト
が
「
対
レ

ー
ダ
ー
・
ス
テ
ッ
カ
ー
」
や
「
ナ

ノ
フ
ィ
ル
ム
・
エ
コ
ス
リ
ッ
ク
」

な
ど
の
商
品
名
で
「
紛
れ
も
な

く
合
法
」「
罰
金
な
し
で
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
め
る
」
と
宣
伝
し

60
〜
70
ド
ル
で
販
売
さ
れ
て
い

る
。　
　
（
５
面
に
関
連
記
事
）

火
災
の
猛
威
拡
大
続
く

Ｎ
Ｙ
の
渋
滞
税

違
反
車
両
が
続
出

冬来たりなば・・・
　ホリデーシーズンが終わり、日常のなんでもないNYの冬
が戻ってきた。寒波が来たり、緩んだり、突然の雪に見舞わ
れたり。世界はいまや激動、世の中も天変地異のニュースが
溢れている。春の日差しが待ち遠しい。（１月６日、トライベッ
カで真っ白な雪の中になにかアクセントを入れたく待っていた
ら、赤い帽子の女性が通りかかった。写真・植山慎太郎）

全
米
日
系
博
物
館︵
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
︶

が
立
ち
上
げ
た
寄
付
活
動
に
参

加
す
る
形
で
支
援
す
る
こ
と
に

し
た
。﹁
正
式
な
発
表
を
近
日

中
に
は
で
き
る
と
思
う
﹂︵
野

田
美
知
代
事
務
局
長
︶と
い
う
。

日
系
歴
史
博
物
館
の
ア
ン
・

バ
ロ
ー
ズ
館
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は﹁
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｍ
の
ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
そ
し
て
博
物
館
の
建

物
は
被
害
を
免
れ
て
い
る
が
、

関
係
者
の
多
く
が
自
宅
か
ら
の

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
多
大

な
損
失
を
被
っ
て
い
る
。
ス
タ

ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
し

て
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め

に
、
博
物
館
の
建
物
を
シ
ェ
ル

タ
ー
と
し
て
提
供
し
、
移
転
費

用
を
補
完
す
る
た
め
の
少
額
の

資
金
を
提
供
し
始
め
た
﹂
と
い

う
。
寄
付
は
、
小
切
手
、
ま
た

は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
寄
付
で
行

う
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
で
送

る
場
合
は
、
小
切
手
の
メ
モ
欄

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
メ

ン
ト
欄
に
﹁V

SG
 LA

 Fire 
Stipend

﹂
と
記
入
。
郵
送
住

所
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
次
の
通

り
。Japanese A

m
erican 

N
ational M

useum
100 N

orth C
entral A

ve,
L

os A
ngeles, CA

 90012
w

w
w

.janm
.org

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
か

ら
の
寄
付
は
、
募
金
期
間
を
決

め
て
窓
口
を
作
り
、
Ｊ
Ａ
Ａ
か

ら
ま
と
め
て
送
る
予
定
だ
。

https://ibec-usa.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.janm.org
http://www.janm.org
http://www.janm.org
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シ
カ
ゴ
で
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
セ

ン
ト
ポ
ー
ル
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

行
き
の
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
に

乗
り
換
え
た
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川

沿
い
の
こ
の
ふ
た
つ
の
街
は
隣

接
し
て
い
る
の
で
、
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
ー
ズ(

双
子
の
都
市)

と

愛
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　

五
十
代
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
人

の
女
性
客
室
乗
務
員
が
、
私
の

搭
乗
券
の
半
券
を
見
て
、
座
席

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
言
っ
た
。

 　
座
席
が
隣
同
士
じ
ゃ
、
な

い
じ
ゃ
な
い
の
。

 　
私
は
首
を
傾
げ
た
。
ひ
と

り
旅
な
の
に
。

 　
私
の
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先

で
、
通
路
を
窮
屈
そ
う
に
の
そ

の
そ
と
歩
い
て
い
る
白
い
シ
ャ

ツ
を
着
た
男
の
人
を
指
差
し
て

言
っ
た
。

 　
あ
れ
、
あ
な
た
の
ダ
ン
ナ

じ
ゃ
な
い
の
？

 　
そ
の
男
の
人
は
丸
刈
り
で
、

太
っ
て
い
た
。
後
ろ
姿
だ
っ
た

の
で
顔
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
が
、
乗
客
は
白
人
が
多
い
な

か
で
、
そ
の
人
は
東
洋
人
ら
し

か
っ
た
の
で
、
乗
務
員
は
勘
違

い
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

違
う
わ
よ
。

　

私
が
答
え
た
。

　

あ
、
そ
。

　

そ
う
答
え
て
か
ら
、
乗
務
員

が
私
の
耳
元
で
さ
さ
や
い
た
。

　

You can do better.

　

あ
な
た
な
ら
、
も
っ
と
う
ま

く
や
れ
る
わ
よ
ね
。

　

つ
ま
り
、
あ
な
た
な
ら
、
あ

れ
よ
り
ま
と
も
な
男
を
つ
か
ま

え
ら
れ
る
わ
よ
、
と
い
う
意
味

だ
。

　

あ
ら
、
そ
ん
な
こ
と
、
言
っ

て
い
い
の
？

　

私
が
わ
ざ
と
驚
い
た
顔
を
し

て
、
笑
い
な
が
ら
彼
女
を
見
る

と
、
再
び
耳
元
で
さ
さ
や
く
。

　

Don't tell him that.

　

あ
の
男
に
は
内
緒
よ
。

　

そ
う
言
っ
て
、
彼
女
は
楽
し

そ
う
に
大
笑
い
し
た
。

　

日
本
の
航
空
会
社
の
乗
務
員

が
そ
ん
な
発
言
を
し
た
ら
、
ど

ん
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

座
席
に
着
い
て
、
離
陸
す
る

の
を
待
っ
て
い
る
と
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
た
。

　

Let m
e have your 

客
室
乗
務
は
楽
し
い

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

undivided attention.

　

divide

は
「
分
け
る
」。
つ

ま
り
、
分
割
さ
せ
ず
に
、
全
神

経
を
集
中
し
て
、
し
っ
か
り
聞

い
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と

だ
。

　

左
側
に
お
す
わ
り
の
お
客

様
、足
元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

機
内
で
携
帯
電
話
を
な
く
し
た

お
客
様
が
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
行
機
を
降
り
た
客

が
、
落
と
し
た
こ
と
に
気
づ
い

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ま
も
な
く
、
通
路
の
反
対
側

の
前
方
で
、
白
人
の
男
の
人
が

携
帯
電
話
を
上
に
掲
げ
て
見
せ

た
。
足
元
に
落
ち
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

　

先
ほ
ど
と
は
別
の
乗
務
員

が
、
笑
顔
で
そ
の
乗
客
に
近
づ

き
、
サ
ン
キ
ュ
ー
と
言
う
と
、

今
度
は
乗
客
全
体
に
向
か
っ
て

声
を
張
り
上
げ
る
。

　

Congratulations. W
e 

have the winner over 
there.

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
の
人
が
見
事
、
栄
冠
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

乗
客
が
拍
手
で
応
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
自
然
体
で
仕
事
を

し
て
い
た
ら
、
ス
ト
レ
ス
も
な

さ
そ
う
だ
。

エッセイ連載 54

 　
乗
務
員
が
楽
し
そ
う
だ
と
、

乗
客
も
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
思

う
よ
う
だ
。

 　
成
田
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間

の
フ
ラ
イ
ト
で
は
、
食
事
の
前

に
何
度
か
飲
み
物
が
出
さ
れ

る
。

 　
あ
る
男
性
の
乗
客
が
二
度

続
け
て
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル

を
頼
ん
だ
。

 　
三
度
目
に
、
前
と
同
じ
白

人
男
性
の
乗
務
員
が
、
飲
み
物

を
積
ん
だ
カ
ー
ト
を
運
ん
で
き

た
。

 　
さ
あ
、
僕
は
何
を
飲
み
た

い
で
し
ょ
う
？

 　
乗
客
が
乗
務
員
に
尋
ね
た
。

　

乗
務
員
は
あ
ご
に
手
を
当
て

て
ち
ょ
っ
と
考
え
る
ふ
り
を
し

て
か
ら
、ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、

黙
っ
て
ジ
ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
の

缶
を
乗
客
の
テ
ー
ブ
ル
に
置
い

た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
乗
客
は
、
私

の
夫
で
あ
る
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
４
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
さ
ん
ぽ
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど
ん

な
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

か
。

　

能
登
大
震
災
で
始
ま
っ
た
昨

年
で
し
た
が
、
今
年
は
全
国
的

に
静
か
な
お
正
月
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
そ
し
て
、今
年
は「
巳

年
」
と
い
う
こ
と
で
「
脱
皮
し

ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
結
構
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
し
い
年
に
な
る

と
流
行
る
の
が
「
占
い
」。
雑

誌
な
ど
で
も
「
２
０
２
５
年
の

運
勢
」
な
ど
の
特
集
が
組
ま
れ

ま
す
。
わ
た
し
も
友
人
の
占
い

師
に
２
０
２
５
年
を
占
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
や
は
り
人
間
な

の
で
、
良
い
こ
と
を
言
わ
れ
た

ら
嬉
し
い
し
、
悪
い
こ
と
を
言

わ
れ
る
と
気
に
な
り
ま
す
。
も

っ
と
も
、
性
格
的
に
悪
い
こ
と

を
言
わ
れ
た
ら
す
ぐ
に
忘
れ
ま

す
。
な
の
で
、
良
い
こ
と
し
か

記
憶
に
な
い(

笑)

　

そ
し
て
、
初
詣
。「
日
本
人

は
信
仰
心
が
無
い
」
と
か
言
わ

れ
ま
す
が
有
名
な
神
社
だ
け
で

な
く
地
元
の
神
社
な
ど
も
大
晦

日
か
ら
多
く
の
人
出
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
神
社
を
ハ
シ
ゴ
す

る
人
も
少
な
く
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
あ
る
宮
司
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。「
み

ん
な
神
社
に
来
ら
れ
て
願
い
事

ば
か
り
さ
れ
る
け
れ
ど
も
神
社

は
誓
い
に
来
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
を
ど
ん
な
年
に
す
る
か
を

誓
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
、「
今
年

は
ど
ん
な
年
に
す
る
の
か
」
自

分
に
誓
っ
て
み
る
の
も
良
い
で

す
。
わ
た
し
自
身
、「
こ
の
国

を
良
い
国
に
す
る
た
め
に
、
志

を
大
切
に
し
て
、
損
得
で
な
く

相
手
の
こ
と
を
考
え
て
仕
事
や

研
修
に
励
み
ま
す
」
と
、
誓
っ

て
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
「
そ

の
た
め
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
」と
神
頼
み
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

新
年
は
ど
ん
な

年
に
し
ま
す
か
？

創
立
50
周
年
記
念

音
楽
祭
Ｎ
Ｙ
で
２
月
21
日

ミュージック・フロム・ジャパン

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ロ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
創
立
50
周
年
シ
ー
ズ

ン
・
２
０
２
５
年
音
楽
祭
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
が
２
月
21
日
（
金
）、

22
日
（
土
）
の
２
日
間
、
ス
カ

ン
ジ
ナ
ビ
ア
ハ
ウ
ス
の
ビ
ク
タ

ー
・
ボ
ー
ジ
ホ
ー
ル
（
パ
ー
ク

街
58
番
地
、
38
丁
目
）
で
開
催

さ
れ
る
。

　

同
音
楽
祭
は
、
雅
楽
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
と
新
進
気
鋭
の
委
嘱
作

曲
家
５
人
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

招
聘
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
レ
ジ

デ
ン
ス
に
て
、作
曲
セ
ミ
ナ
ー
、

雅
楽
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
講
演

会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
。

雅
楽
グ
ル
ー
プ
「
時
の
聲
」
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
21
日
）
は
、

音
楽
監
督
・
宮
田
ま
ゆ
み
に
よ

る
雅
楽
に
つ
い
て
の
話
、
古
典

雅
楽
曲
と
川
上
統
及
び
山
本
哲

也
に
よ
る
委
嘱
現
代
雅
楽
曲
、

芝
祐
靖
の
35
周
年
音
楽
祭
委
嘱

曲
を
取
り
上
げ
る
。
演
奏
は
、

宮
田
ま
ゆ
み
（
笙
ソ
ロ
）、
〆

野
護
元（
龍
笛
）、國
本
淑
恵（
篳

篥
）、
中
村
華
子
（
笙
）、
伊

﨑
善
之
（
琵
琶
）、
城
戸
さ
く

ら
（
箏
）。
ま
た
、
白
石
美
雪

（
音
楽
学
者
）
が
日
本
の
現
代

音
楽
の
最
新
状
況
を
報
告
し
、

コ
ン
サ
ー
ト
「
最
近
の
日
本
の

音 

Ｖ
」（
22
日
）
で
は
、
遠
藤

真
理
子
、
大
畑
眞
、
冷
水
乃
栄

流
に
よ
る
委
嘱
作
品
と
近
作
を

紹
介
す
る
。
入
場
料
は
25
〜
55

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

musicfromjapan.org/

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ

り
観
光
客
が
少
な
く
な
る
こ
の

時
期
、
毎
年
恒
例
の
Ｎ
Ｙ
市
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」

が
開
催
さ
れ
る
。
現
在
す
で
に

行
わ
れ
て
い
る
「
ホ
テ
ル
ウ
ィ

ー
ク
」
は
市
内
５
区
に
あ
る

１
４
０
軒
以
上
の
ホ
テ
ル
が
参

加
し
、
通
常
価
格
の
25
％
オ
フ

で
宿
泊
で
き
る
。
ま
た
、
21
日

（
火
）
以
降
は
さ
ら
に
３
つ
の

お
得
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

タ
ー
ト
。「
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ィ

ー
ク
」
で
は
市
内
５
７
０
軒
以

上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
２
コ
ー
ス

ラ
ン
チ
・
３
コ
ー
ス
デ
ィ
ナ
ー

を
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
価
格
30
ド

ル
、
45
ド
ル
、
60
ド
ル
の
い
ず

れ
か
で
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

す
る
。「
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ

ィ
ー
ク
」
と
「
マ
ス
ト
シ
ー
ウ

ィ
ー
ク
」
で
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
や
博
物
館
・
美
術
館
・
各
種

ツ
ア
ー
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
が
１

枚
分
の
料
金
で
２
枚
買
う
こ
と

が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
も
２
月
９
日
ま
で
。

予
約
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.nyctourism.
com/nyc-winter-outing/

を

参
照
す
る
。

オフシーズンにお得な
４つのプロモーション

ホテルや美術館で割引き

https://neuroacuny.com/
https://hinomaru-limo.com/
https://giip-global.com/ja/
https://artofhaiku.org/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://www.musicfromjapan.org/
https://www.nyctourism.com/nyc-winter-outing/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
グ
ラ

ミ
ー
・
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
早
間
美
紀
が
２

月
４
日
（
火
）
午
後
７
時
か
ら

ラ
イ
ブ
を
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
ウ
エ
ス
ト
の
ク
ラ

ビ
ア
ハ
ウ
ス
（klavierhaus

、

11
番
街
７
９
０
番
地
、
54
丁

目
と
55
丁
目
の
間
）
で
行
う
。

演
奏
内
容
は
「From Tokyo 

to Times Square 

」
と
題
し
、

日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
シ
リ
ー

ズ
：
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
シ

ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
取
り
入
れ

た
、
斬
新
な
デ
ュ
オ
演
奏
。

　

早
間
は
京
都
出
身
。

１
９
９
６
年
、
横
浜
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
関

西
初
の
優
勝
な
ら
び
に
洗
足
学

園
賞
を
受
賞
。
90 

年
代
後
半

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
初
渡
米

し
、
２
０
０
３
年
よ
り
Ｎ
Ｙ 

を
拠
点
と
す
る
。
２
０
０
４ 

年
、Art Union @Jazz Label 

よ
り
デ
ビ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム 

『
ヴ

ァ
イ
ブ
ラ
ン
ト
』
を
発
表
。

２
０
０
９ 

年
3 

枚
目
ア
ル
バ

ム
『
ワ
イ
ド
・
ア
ン
グ
ル
』
発

表
し
、
ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
選
定
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
賞

を
獲
得
。
翌
年
、
ス
イ
ン
グ
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
ジ
ャ
ズ
・
デ
ィ

ス
ク
大
賞
『
制
作
企
画
賞
』
を

受
賞
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
購

入
30
ド
ル
。
当
日
券
35
ド
ル
。

学
生
15
ド
ル
、シ
ニ
ア
20
ド
ル
。

チ
ケ
ッ
ト
購
入
リ
ン
ク
は

https://decibelpresents.
com

/event/from
-tokyo-

to-tim
es-square-m

iki-
hayama/

ジ
ャ
ズ
早
間
美
紀

ラ
イ
ブ
２
月
４
日

　

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
冬

の
風
物
詩
「
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ビ

レ
ッ
ジ
」
で
、
今
年
も
氷
上
バ

ン
パ
ー
カ
ー
の
営
業
が
始
ま
っ

た
。
円
状
の
１
人
乗
り
の
車
を

別
の
車
体
と
ぶ
つ
け
合
い
な
が

ら
走
行
を
楽
し
む
バ
ン
パ
ー
カ

ー
で
も
、
氷
上
と
な
る
と
ス
リ

ル
と
楽
し
み
が
よ
り
一
層
増

す
。
営
業
時
間
は
日
〜
金
曜
が

午
後
２
時
か
ら
10
時
、
土
曜
は

午
前
９
時
20
分
か
ら
午
後
５
時

20
分
ま
で
。
７
歳
以
上
、
身
長

１
０
７
セ
ン
チ
以
上
で
、
18
歳

以
下
は
同
伴
者
ま
た
は
保
護
者

の
署
名
が
必
要
と
な
る
。

　

乗
車
時
間
は
10
分
間
。
窓

口
の
予
約
は
利
用
の
45
分
前

か
ら
で
き
る
。
事
前
の
予
約

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

bryantpark.org/activities/
bumper-cars

）
か
ら
可
能
。

会
場
で
は
３
月
２
日
ま
で
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
や
、
冬
の
ア
ウ
ト

ド
ア
で
飲
食
だ
け
で
な
く
ダ
ン

ス
レ
ッ
ス
ン
や
出
会
い
系
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
「
ザ
・
ロ
ッ

ジ
」、
カ
ー
リ
ン
グ
を
体
験
で

き
る
カ
フ
ェ
、
イ
ヌ
イ
ッ
ト
族

の
ド
ー
ム
状
の
住
居
を
再
現
し

た
「
イ
グ
ル
ー
」
の
貸
し
切
り

な
ど
、
寒
さ
を
忘
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
め
る
。

詳
細
はhttps://bryantpark.

org/activities/bank-of-
america-winter-village-at-
bryant-park

を
参
照
す
る
。

氷
上
バ
ン
パ
ー
カ
ー

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
で

吉
田
実
代
復
帰
戦

バ
ン
タ
ム
級
１
位
に
昇
格

　

女
子
プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
の
吉

田
実
代
の
復
帰
第
１
戦
が
２
月

１
日
（
土
）
午
後
６
時
開
場
の

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
・
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。
昨
年

10
月
に
マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ

ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
で
実
施
さ
れ

た
Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
バ
ン
タ
ム
級
タ

イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
メ
ト
カ
フ
に

ま
さ
か
の
判
定
負
け
を
し
た
吉

田
が
復
帰
戦
に
挑
む
。
昨
年
の

タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
の
判
定
に

対
し
て
異
議
申
し
立
て
し
て
い

た
こ
と
が
９
日
認
め
ら
れ
た
こ

と
が
弁
護
士
か
ら
吉
田
に
報
告

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
吉
田
は

バ
ン
タ
ム
級
１
位
に
昇
格
。
メ

ト
カ
リ
フ
は
今
年
10
月
ま
で
に

防
衛
戦
を
吉
田
と
行
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

試
合
の
判
定
の
結
果
は
翻
る

こ
と
は
な
い
が
、
吉
田
の
訴
え

が
ほ
ぼ
通
っ
た
形
と
な
っ
た
。

昨
年
10
月
24
日
に
ジ
ソ
ン
ス
ク

エ
ア
ガ
ー
デ
ン
シ
ア
タ
ー
で
実

施
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｆ
女
子
バ
ン
タ

ム
級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
で
、
王

者
の
吉
田
実
代
が
挑
戦
者
で
同

級
1
位
の
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
・
メ

ト
カ
フ
に
判
定
０
ー
３
で
敗

れ
、
吉
田
は
信
じ
ら
れ
な
い
表

情
で
リ
ン
グ
に
立
ち
尽
く
し

た
。
会
場
の
観
客
も
ブ
ー
イ
ン

グ
、
ホ
ル
へ
・
リ
ナ
レ
ス
も
不

服
の
コ
メ
ン
ト
を
す
る
な
ど
厳

し
い
判
定
と
な
っ
た
。

　

王
者
の
タ
イ
ト
ル
を
奪
還
す

る
た
め
に
は
、
２
月
１
日
に
組

ま
れ
た
今
回
の
試
合
に
吉
田
は

勝
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
復

帰
戦
の
観
戦
料
金
は
リ
ン
グ
サ

イ
ド
3
２
０
ド
ル
、
２
３
５

ド
ル
、
１
２
５
ド
ル
、
64
ド

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
は

ny.miyo@icloud.com

https://www.instagram.com/hi_collar/
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
https://www.takesushi.us/
tel:2122136069
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
mailto:ny.miyo@icloud.com
mailto:ny.miyo@icloud.com
mailto:ny.miyo@icloud.com
mailto:ny.miyo@icloud.com
https://decibelpresents.com/event/from-tokyo-to-times-square-miki-hayama/
https://bryantpark.org/activities/bumper-cars
https://bryantpark.org/activities/bank-of-america-winter-village-at-bryant-park


　

Ｎ
Ｙ
市
行
政
の
デ
ー
タ
を
公

表
す
る
Ｎ
Ｙ
Ｃ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
は
、
生
活
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

３
１
１
の
昨
年
末
ま
で
の
１
年

間
で
多
か
っ
た
問
い
合
わ
せ
内

容
を
公
表
し
、
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
騒
音
」
だ
っ
た
。

　

市
が
運
営
す
る
ダ
イ
ヤ
ル

３
１
１
は
２
０
０
３
年
に
開
設

し
、
物
価
高
や
人
の
混
雑
、
ネ

ズ
ミ
問
題
な
ど
、
緊
急
以
外
の

主
に
苦
情
を
受
け
て
い
る
。
23

年
12
月
１
日
〜
24
年
11
月
30
日

の
期
間
、
街
頭
や
車
両
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
含
む
「
騒
音
」
に

関
す
る
苦
情
は
73
万
８
８
１
６

件
あ
り
、
１
日
平
均
２
０
０
０

件
以
上
に
達
し
た
。
な
か
で
も

近
隣
住
民
の
家
庭
生
活
騒
音
に

対
す
る
苦
情
は
35
万
６
２
８
８

件
と
最
も
多
か
っ
た
。

　

次
い
で
問
い
合
わ
せ
数

の
上
位
10
位
は
違
法
駐
車

（
50
万
７
４
８
１
件
）、
給
湯

の
不
具
合
（
23
万
７
３
７
４

件
）、
私
道
の
塞
が
り

（
17
万
７
０
７
件
）、
不
衛

生
（
12
万
８
８
９
件
）、
道

路
状
況
（
７
万
１
６
４
５

件
）、
廃
車
（
７
万
７
５
３
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外
務
大
臣
表
彰
を
伝
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カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
に

Ｎ
Ｙ
で
日
本
美
術
普
及
に
尽
力
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 公共サービス連絡先

日本のお菓子
プロモーションします
17日からジャパン・ビレッジで

（
５
）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
日
本
に
関

す
る
話
題
な
ど
を
簡
単
な
日
本

語
で
毎
月
第
３
週
号
に
掲
載
し

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
な

ど
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

　

四し
き季
の
あ
る
日に
ほ
ん本
で
は

会か
い
わ話
に
お
い
て
季き
せ
つ節
の

挨あ
い
さ
つ
拶
が
重お
も
ん
じ
ら
れ
ま

す
。
冬ふ
ゆ
は
「
寒さ
む
い
で
す
ね
」

や
「
ど
う
ぞ
ご
自じ
あ
い愛
く
だ

さ
い
」
な
ど
、
寒さ
む
い
季き
せ
つ節

に
体
た
い
ち
ょ
う
調
を
崩く
ず
さ
な
い
よ
う

に
相あ
い
て手
を
気き
づ
か遣
う
こ
と
が

社し
ゃ
こ
う
て
き

交
的
な
良よ

い
会か
い
わ話
で

す
。
ま
た
久ひ
さ
し
ぶ
り
に
会あ

っ
た
人ひ
と
に
は
「
お
久ひ
さ
し
ぶ

り
で
す
。
最
さ
い
き
ん近い
か
が
で

す
か
？
」
と
会か
い
わ話
を
始は
じ
め
、

「
ご
無ぶ
さ
た
沙
汰
し
て
申も
う
し
訳
わ
け

あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
長な
が
い

間あ
い
だ
連れ
ん
ら
く
絡
を
取と

っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
詫わ

び
る
こ

と
で
会あ

っ
て
い
な
い
期き
か
ん間

も
相あ
い
て手
を
思お
も
い
、
気き
づ
か遣
っ

て
い
た
こ
と
を
表
あ
ら
わそ
う
と

し
ま
す
。（
長
久
保
美
奈
、

マ
ナ
ー
講
師
）

　

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑え
が
お顔

で
過す
ご
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
は
、
自し
ぜ
ん然
と
幸こ
う
ふ
く福
が

四し
き
お
り
お
り

季
折
々
の
挨
あ
い
さ
つ拶

笑わ
ら

う
門か
ど

に
は
福ふ
く

来き
た

る

《言葉の意味
（ことばのいみ）》
■四季  four seasons
■ご自愛ください　take care of yourself
■相手を気遣う　be considerate to others
■社交的な良い会話　　good social conversation
■詫びる　　apologize

家い
えの
入
い
り
ぐ
ち口や
家か
て
い庭
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
正
し
ょ
う
が
つ
か
ざ

月
飾

り
の
「
門か
ど
ま
つ松
」
も
同お
な
じ
。

「
福ふ
く
」
は
、
幸こ
う
ふ
く福
の
略
り
ゃ
くで

す
。
ま
た
、
悲か
な
し
い
こ
と

や
苦く
な
ん難
に
出で
あ会
っ
て
も
、

希き
ぼ
う望
を
失
う
し
なわ
ず
に
こ
や
か

で
い
れ
ば
人
じ
ん
せ
い生は
好
こ
う
て
ん転す

る
も
の
と
い
う
ア
ド
バ
イ

訪お
と
ずれ
る
と
い
う
意い
み味
で

す
。

　

こ
こ
で
の
「
門か
ど
」
は
、

ス
的て

き
な
用
よ
う
ほ
う法も
。
い
や
な

こ
と
が
あ
っ
て
落お

ち
込こ

ん

で
い
る
友
ゆ
う
じ
ん人を
は
げ
ま
す

と
き
に
、
自じ
ぶ
ん
じ
し
ん

分
自
身
に
も

使つ
かえ
ま
す
。
実
じ
っ
さ
い際、
た
い

て
い
の
こ
と
は
笑え
が
お顔
で
の

り
き
れ
ま
す
。

　
（
絵
と
文
・
平
田
恵
子
）

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
・
大
使
公
邸
で
14
日
夕
、

令
和
６
年
度
外
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
ジ
ョ
ン
・
Ｔ
・
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
氏
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
日
本
美
術
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
）
へ
の
外
務
大
臣
表
彰
伝

達
式
が
実
施
さ
れ
た
。

　

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
氏
は

２
０
１
１
年
以
降
現
在
に
至
る

ま
で
、
世
界
有
数
の
日
本
美
術

作
品
の
収
蔵
を
誇
る
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
で
日
本
美
術
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
同
美
術

館
に
お
け
る
収
蔵
品
の
管
理

や
、
数
々
の
展
覧
会
の
企
画
実

施
、
日
本
の
書
道
や
絵
画
、
木

版
画
と
い
っ
た
日
本
美
術
に
関

す
る
書
籍
の
出
版
等
を
通
じ
て

日
本
美
術
の
普
及
に
尽
力
。
世

界
各
国
の
文
化
芸
術
が
集
う
都

市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
美
術

の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
し
続

け
、
米
国
に
お
け
る
親
日
家
層

の
維
持
拡
大
や
親
日
感
情
の
醸

成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

外
務
大
臣
表
彰
は
、
日
本
と

諸
外
国
と
の
友
好
親
善
関
係
の

増
進
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い

る
中
で
、
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
つ
い

て
、
そ
の
活
動
に
対
す
る
一
層

の
理
解
と
支
持
を
国
民
各
層
に

お
願
い
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

日
本
画
家
の
千
住
博
さ
ん
が

　

日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｏ
）
に
よ
る
日
本
の
お
菓
子
を

紹
介
す
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
イ
ベ

ン
ト
が
、
17
日
（
金
）・
18
日

（
土
）・
19
日
（
日
）
の
3
日
間
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
２
階
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
（ 934 3rd Ave, 

Brooklyn

）
で
開
催
さ
れ
る
。

18
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
５

時
ま
で
は
、
１
０
０
人
限
定
の

一
般
向
け
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
予
定
。
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
桝
パ
フ
ェ
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
。
会
場
に
は
日
本
の
伝

統
的
な
茶
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

フ
ォ
ト
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
。

　

参
加
出
店
企
業
は
、
ク
ラ
シ

株
式
会
社
、
越
後
製
菓
株
式
会

苦
情
相
談
の

最
多
は
「
騒
音
」

件
）、
配
管
（
６
万
８
３
４
６

件
）、
壁
な
ど
の
塗
装
や
漆
喰

（
６
万
４
９
６
０
件
）、
給
水

（
６
万
３
３
５
８
件
）。
問
い
合

わ
せ
内
容
は
Ｎ
Ｙ
市
警
や
同
市

衛
生
局
な
ど
に
送
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
の
行
政
機
関
が
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
同
ダ
イ
ヤ

ル
は
電
話
だ
け
で
な
く
、
携
帯

電
話
の
ア
プ
リ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

（https://portal.311.nyc.
gov

）
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ

て
い
る
。

社
、
カ
バ
ヤ
食
品
株
式
会
社
、

森
白
製
菓
株
式
会
社
、
岩
塚
製

菓
株
式
会
社
、
春
日
井
製
菓
株

式
会
社
、
株
式
会
社
ブ
ル
ボ

ン
、
株
式
会
社
伊
藤
園
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
日
本
の
農
林
水
産

物
、
食
品
の
輸
出
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
と
の
相
乗
効
果
を
図

る
取
り
組
み
を
背
景
に
、
訪
日

経
験
者
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
食
体

験
を
、
海
外
消
費
者
の
消
費
の

拡
大
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
で
の
開
催
理
由
と
し

て
、
訪
日
満
足
度
と
再
来
訪
意

向
が
高
い
こ
と
、
世
界
最
大
の

菓
子
市
場
で
あ
り
な
が
ら
、
米

国
の
輸
入
菓
子
の
シ
ェ
ア
は
１

％
に
満
た
な
い
こ
と
、
企
業
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア

は
自
社
で
対
応
で
き
る
と
こ
ろ

が
多
い
が
、
米
国
は
現
地
系
に

入
り
込
み
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
。１
月
31
日
、２
月
１
、２
日
、

７
、８
、９
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
の
ミ
ツ
ワ
で
も
同
様
の

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

森大使（右）と外務大臣からの表彰状を持つカーペンター氏（左）

乾
杯
の
挨
拶
に
立
ち
、
江
戸
時

代
初
期
の
松
尾
芭
蕉
の
『
奥
の

細
道
』
の
「
月
日
は
百
代
（
は

く
た
い
）
の
過
客
（
く
わ
か
く
）

に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
ま
た

旅
人
な
り
」の
言
葉
を
引
用
し
、

「 
月
日
と
い
う
も
の
は
、
永
遠

の
時
間
を
旅
す
る
旅
人
み
た
い

な
も
の
で
、
や
っ
て
来
て
は
去

っ
て
い
く
年
月
も
、
や
は
り
旅

人
の
よ
う
な
も
の
。
芸
術
も
ま

た
し
か
り
」
と
述
べ
、
さ
ら
な

る
日
本
美
術
の
海
外
へ
の
紹
介

を
激
励
し
た
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

さ
ん
は
「
自
分
が
初
め
て
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
で
ド
ナ
ル
ド
・
キ

ー
ン
教
授
の
授
業
を
受
け
た
と

き
に
見
た
の
が
松
尾
芭
蕉
の
書

で
、
そ
の
時
の
彼
の
解
説
を
聞

い
て
自
分
は
日
本
美
術
に
傾
倒

し
て
い
っ
た
」
と
語
っ
た
。

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://portal.311.nyc.gov
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
指
標
に
よ
る
と
、
渋
滞
税

（Congestion pricing

）
が
導

入
さ
れ
た
1
月
5
日
以
降
の
Ｎ

Ｙ
市
の
地
下
鉄
の
乗
客
数
は
、

課
金
実
施
前
の
前
年
同
期
と
比

較
し
て
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
5
日
の
利
用
者
は
約

１
７
９
万
人
で
、
24
年
の
同
日

（
約
３
２
６
万
人
）
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
た
が
、
昨
年
1
月

5
日
は
金
曜
日
だ
っ
た
の
に
対

し
今
年
は
日
曜
日
で
あ
っ
た
。

　

6
日
の
乗
客
数
は
３
４
３
万

人
で
、
昨
年
同
日
の
１
９
４
万

人
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
渋

滞
税
導
入
3
日
目
に
あ
た
る
7

日
に
は
、
３
７
６
万
人
の
通

勤
通
学
者
が
地
下
鉄
を
利
用

し
た
。
5
日
か
ら
7
日
ま
で

の
3
日
間
の
乗
客
数
は
合
計

８
９
９
万
人
で
、
昨
年
同
3
日

間
の
合
計
６
６
７
万
人
か
ら
約

34
・
７
％
増
加
し
、
地
下
鉄
に

シ
フ
ト
す
る
傾
向
を
見
せ
た
。

　

一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
混

雑
料
金
ト
ラ
ッ
カ
ー
」
に
よ
る

と
、
渋
滞
税
の
開
始
後
、
道
路

渋
滞
の
改
善
と
混
乱
が
混
在
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
バ
ス
が
よ
り
速
く
移
動
し

て
い
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
判
断

で
き
な
い
が
、
デ
ー
タ
は
地
下

鉄
と
似
た
傾
向
を
示
し
て
お

り
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
バ
ス
は

混
雑
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
6

日
の
バ
ス
利
用
者
は
68
万
人
、

7
日
は
50
万
人
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
１
面
に
関
連
記
事
）

渋
滞
税
の
効
果
は
？

地
下
鉄
乗
車
人
数
は
増
加

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■平和ポスターコンテスト (11～13歳）表彰式
 テーマ「限りない平和」
参加作品を展示、参加賞を含めすべての出品者が
賞を受賞する。また、同日開催の講演会出演者の
俳優、原田篤氏がゲスト参加する他、「風の環少
年少女合唱団」が歌声を響かせる。
日時: 3月1日（土）午後12時半～午後1時半
参加費: 無料

■俳優 原田篤 講演会＆懇親会
 テーマ「人の命は地球の未来」
特撮映画作品のヒーロー役で著名な原田氏を日本
から招き、命、そしてそれを守る大切さを学ぶ。
原田氏は救急戦隊ゴーゴーファイブ（1999）、
仮面ライダーデルタ（2003）などに出演。
日時: 3月1日（土）午後2時半～午後5時半
参加費: 50ドル（お茶菓子・お土産付き）13歳以
下無料

場所: 表彰式・講演会どちらもニューヨーク日系
人会館（49 W 45th St, 5th Fl.)

問い合せ Eメール: info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
の
就

任
式
が
１
月
20
日
月
曜
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
行
わ
れ
る
。
連

邦
議
会
の
議
事
堂
前
に
就
任
宣

誓
と
演
説
を
行
う
ス
テ
ー
ジ
が

設
置
さ
れ
、
12
日
に
は
リ
ハ
ー

サ
ル
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
午
前
11
時
30
分
に
開

会
し
、
正
午
か
ら
就
任
演
説
が

行
わ
れ
る
予
定
。
就
任
演
説
は

Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ン
ス
次
期
副
大
統

領
も
行
う
。
就
任
式
の
チ
ケ
ッ

ト
は
無
料
だ
が
地
元
の
下
院
ま

た
は
上
院
議
員
の
事
務
所
を
通

じ
て
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
、

人
気
も
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら

入
手
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

就
任
式
後
、
午
後
２
時
30
分

ご
ろ
か
ら
議
事
堂
か
ら
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
ま
で
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
通
り
で
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

る
。
観
覧
席
は
第
60
回
大
統
領

就
任
式
委
員
会
か
ら
入
手
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
歩
道
か
ら
の

観
覧
は
無
料
で
自
由
に
観
る
こ

と
が
で
き
る
。
政
治
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
芸
能
界
の
著
名
人
が
街
に

集
ま
る
こ
と
か
ら
、
夜
は
ホ
テ

ル
な
ど
で
公
式
、
非
公
式
の
舞

踏
会
が
開
か
れ
る
。

　

就
任
式
に
は
日
本
か
ら
は
岩

屋
毅
外
相
が
出
席
予
定
。
大
統

領
の
就
任
式
に
は
各
国
の
駐
米

大
使
が
出
席
す
る
の
が
通
例
だ

が
、
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
は

各
国
の
首
脳
ら
を
招
待
し
て
い

る
。
日
本
の
外
相
の
出
席
は
異

例
の
こ
と
と
な
る
が
、
ト
ラ
ン

プ
新
政
権
の
関
係
者
と
会
い
、

日
米
首
脳
会
談
の
２
月
開
催
を

目
指
す
意
向
と
見
ら
れ
る
。

　

就
任
式
に
は
大
手
企
業
か
ら

の
寄
付
が
相
次
い
だ
。
Ｉ
Ｔ
大

手
の
グ
ー
グ
ル
と
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
、航
空
大
手
ボ
ー
イ
ン
グ
、

自
動
車
大
手
の
フ
ォ
ー
ド
、
ゼ

ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
が
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万

ド
ル
（
約
１
億
５
千
万
円
）
を

寄
付
し
た
。
金
額
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
が
石
油
大
手
シ

ェ
ブ
ロ
ン
や
Ｉ
Ｔ
大
手
の
メ

タ
、
ア
マ
ゾ
ン
、
ウ
ー
バ
ー
な

ど
も
高
額
寄
付
を
行
な
っ
て
い

る
。

　

就
任
式
に
合
わ
せ
て
、
４
年

前
同
様
、
全
米
各
地
で
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
に
反
対
す
る
抗
議
デ

モ
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
就
任

式
前
の
18
日
土
曜
に
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
で
行
わ
れ
る
「
人
民
の

行
進
」
に
は
数
万
人
が
集
ま
る

も
の
と
見
ら
れ
る
。
家
族
計
画

連
盟
、
全
米
女
性
法
律
セ
ン
タ

ー
、
中
絶
ア
ク
セ
ス
・
ナ
ウ
、

女
性
行
進
な
ど
が
呼
び
か
け

た
。
一
方
の
ト
ラ
ン
プ
次
期
大

統
領
は
1
月
19
日
日
曜
に
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に
あ
る
キ
ャ
ピ
ト

ル
・
ワ
ン
・
ア
リ
ー
ナ
で
「
勝

利
集
会
」を
開
催
す
る
予
定
だ
。 

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
カ
レ
ン
・

バ
ス
市
長
（
民
主
党
）
は
山
火

事
が
発
生
し
た
７
日
、
ガ
ー
ナ

を
外
遊
中
で
激
し
く
批
判
を
受

け
て
い
る
。
バ
ス
市
長
は
国
際

的
な
仕
事
や
ア
フ
リ
カ
の
仕
事

か
ら
離
れ
た
く
な
い
と
し
た
も

の
の
、
２
０
２
２
年
に
市
長
に

就
任
し
た
際
、
外
遊
は
し
な
い

と
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ

ー
ナ
訪
問
前
の
１
年
の
間
に
も

新
大
統
領
就
任
式
出
席
で
メ
キ

シ
コ
に
１
度
、
五
輪
で
パ
リ
を

３
度
訪
問
し
て
い
た
。

　

ガ
ー
ナ
の
新
大
統
領
就
任
式

出
席
と
い
う
公
式
訪
問
だ
っ
た

が
、
そ
の
前
の
週
に
米
国
立
気

象
局
が
火
災
の
危
険
性
を
警
告

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
外
遊

し
た
こ
と
に
は
共
和
党
支
持
者

だ
け
で
な
く
、
家
を
消
失
し
た

民
主
党
支
持
者
か
ら
も
激
し
く

批
判
さ
れ
て
お
り
、
即
時
辞
任

を
求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
嘆
願
書

に
は
10
万
人
以
上
の
署
名
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
ト
ラ
ン
プ
次
期
大
統
領

（
共
和
党
）
は
今
回
の
被
害
拡

大
に
つ
い
て
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
ギ
ャ
ビ
ン
・
ニ
ュ
ー
サ
ム

知
事
（
民
主
党
）
に
責
任
が
あ

る
と
し
て
「
無
能
だ
、
辞
任
し

ろ
」
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
い

る
。
第
１
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
時

の
２
０
２
１
年
に
水
源
を
確
保

し
よ
う
と
州
南
部
に
ダ
ム
建
設

を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
ニ

ュ
ー
サ
ム
知
事
が
環
境
保
護
の

観
点
か
ら
反
対
し
頓
挫
し
た
こ

と
を
指
し
、「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
の
市
民
よ
り
、
ワ
カ
サ
ギ

と
い
う
役
に
立
た
な
い
魚
を
守

ろ
う
と
し
た
」と
書
き
込
ん
だ
。

た
だ
し
消
防
用
水
は
足
り
て
い

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
有
力

な
民
主
党
の
次
期
大
統
領
候
補

で
あ
る
こ
と
か
ら
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
　
（
１
面
に
関
連
記
事
）

20
日
に
大
統
領
就
任
式

式
典
後
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
で
パ
レ
ー
ド

山
火
事
発
生
中
に
市
長
不
在

ロ
ス
市
長
外
遊
に
批
判
集
中
、
辞
任
要
求
も

ナンバー自動認識装置が設置された道路（市内 60丁目交差点）
　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本
総
領
事

館
に
現
地
の
状
況
を
聞
い
た
。

（
１
）
山
火
事
に
お
け
る
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
日
系
社
会
へ
の
影

響
・
被
害
届
な
ど
、
邦
人
援
護

の
観
点
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
な

ど
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。

　

７
日
の
山
火
事
発
生
以
降
、

当
館
で
は
在
留
邦
人
に
対
し
て

随
時
領
事
メ
ー
ル
を
発
出
し
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
情
報
収
集
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
安
否
不
明
の
方

の
確
認
や
被
災
に
よ
り
パ
ス
ポ

ー
ト
を
紛
失
・
焼
失
し
た
方
へ

の
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
誠
に
お
気
の
毒
で
は
あ
り

ま
す
が
、
在
留
邦
人
の
中
に
は

家
屋
等
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

も
お
ら
れ
る
と
承
知
し
て
い
ま

す
。

｠（
２
）
在
留
邦
人
数　
（
管
轄
区

ま
た
は
グ
レ
ー
タ
ー
Ｌ
Ａ
）。

｠

在
留
届
ベ
ー
ス
で
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
都
市
圏
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

郡
及
び
オ
レ
ン
ジ
郡
）
の
在
留

邦
人
数
は
約
６
万
５
０
０
０
人

で
す
。

｠（
３
）
総
領
事
館
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
地
区
在
留
邦
人
に
対
す
る

注
意
喚
起
の
こ
れ
ま
で
の
回

数
、
推
移
に
つ
い
て
。

　

７
日
の
山
火
事
発
生
以
降
、

当
館
か
ら
は
在
留
邦
人
の
皆
様

に
対
し
、
累
次
に
わ
た
り
領
事

メ
ー
ル
を
発
出
し
、
各
種
の
注

意
喚
起
や
避
難
所
に
関
す
る
情

報
提
供
、
安
否
不
明
の
方
に
関

す
る
情
報
提
供
の
呼
び
か
け
な

ど
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

領
事
メ
ー
ル
の
回
数
や
内
容
に

つ
い
て
は
以
下
の
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.la.us.em
b-

japan.go.jp/itpr_ja/
ryojimail_00001.html
｠（

４
）
南
加
日
系
商
工
会
議
所
、

Ｊ
Ｂ
Ａ
、
リ
ト
ル
東
京
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、日
米
文
化
会
館
、

ジ
ャ
パ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
各
種

の
団
体
や
日
系
企
業
な
ど
が
被

災
さ
れ
た
方
を
支
援
す
る
た
め

の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
物
資
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
支

援
、義
援
金
の
呼
び
か
け
な
ど
、

様
々
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
レ
ベ
ル

で
も
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
例
え
ば
、
先
週
末
に
は

日
系
人
の
若
者
た
ち
が
自
発
的

に
集
ま
り
、
リ
ト
ル
東
京
や
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
日
系
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

お
い
て
、
現
地
の
方
々
か
ら
の

支
援
物
資
を
集
め
ま
し
た
。
当

館
で
は
赤
十
字
社
な
ど
と
も
連

絡
を
取
り
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
団

体
な
ど
と
連
携
し
て
支
援
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

（
原
文
ま
ま
）

ロサンゼルス日系社会の被害状況
日系の若者たち自発的に集まり支援活動
日本総領事館が随時メール発信し注意喚起

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
発
行
し
て

い
る
カ
ル
チ
ャ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス

の
主
催
で
11
日
夜
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

に
よ
る
日
系
社
会
へ
の
影
響
を

意
見
交
換
す
る
会
合
が
開
か

れ
、
23
人
が
参
加
し
た
。
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
茶
道
の
普
及

活
動
を
し
て
い
る
裏
千
家
の
教

師
３
人
の
自
宅
併
設
の
茶
室
が

焼
失
し
、
新
年
の
茶
会
が
中
止

さ
れ
た
こ
と
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

日
本
総
領
事
館
か
ら
は
石
破
総

理
の
米
国
民
に
対
す
る
お
見
舞

い
の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
、
同
館

が
発
出
す
る
緊
急
連
絡
メ
ー
ル

の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。
米
国
人
の
元
駐
日
外
交

官
や
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
バ

レ
ー
・
サ
ン
紙
の
地
元
紙
記
者
、

昔
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
住
ん
で
い

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
男
性
な
ど
が
参
加
し
た
。
火

災
が
起
こ
っ
て
か
ら
４
日
目
と

あ
っ
て
被
害
状
況
の
全
容
把
握

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
日
系

団
体
同
士
の
連
絡
が
う
ま
く
と

れ
な
い
こ
と
な
ど
、
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
て
い
い
の
か
、
他
都

市
か
ら
の
支
援
も
ど
こ
が
受
け

皿
に
な
り
え
る
の
か
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
会
議
を

主
催
し
た
カ
ル
チ
ャ
ル
・
ニ
ュ

ー
ス
の
東
繁
春
さ
ん
は
「
い
ま

の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
は
、
昔
の

よ
う
な
日
系
の
日
刊
紙
が
な

く
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
は

入
る
が
、
い
ま
現
地
の
日
系
社

会
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

を
現
在
進
行
形
で
知
る
こ
と
が

で
き
る
手
立
て
、
媒
体
、
メ
デ

ィ
ア
が
な
い
こ
と
が
情
報
の
孤

立
を
招
い
て
い
る
」
と
い
う
。

「
日
系
社
会
の
情
報
が
不
足
」

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
緊
急
意
見
交
換
会
で
状
況
説
明

http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
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ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第109回例会/令和7年1月例会のお知らせ
開催日：令和7年1月30日(木曜日)
会　場：日系人会ホール
             （49 West 45th Street, 5th Floor, 
 New York, NY 10036）
演題：終戦の詔勅と日本人
 －神敗れたまわず－
開　場：17:45 （軽飲食あり）
時　間：18:15～20:30（途中休憩を含む）
講　師：高崎康裕（会長）
会　費：一般会費30ドル（会員20ドル）
 初回参加無料

本年は日本にとって「戦後80年」の年とな
ることから、今月の例会は「終戦の詔勅」
を取り上げる。
「終戦の詔勅」を読み直しながら、「そこ
に込められた天皇の意思と、それを受けた
日本人の心情」という点に力点を置いて、
敗戦という現実に日本がどう立ち向かった
かを振り返る。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 
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前
回
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

時
に
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た

こ
と
が
私
に
起
こ
り
ま
し
た
。

人
生
初
め
て
の
「
入
院
」
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
私

に
何
が
起
き
た
の
か
？
仕
事
し

す
ぎ
？
ス
ト
レ
ス
？
ま
あ
多
分

い
ろ
ん
な
複
合
的
な
要
素
が
合

わ
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

私
と
し
て
は
「
最
近
、
視
界
が

ぼ
ー
っ
と
し
て
る
な
あ
。
疲
れ

目
か
な
」
程
度
の
気
持
ち
で
い

ま
し
た
。
ど
う
い
う
症
状
か
と

い
う
と
、
デ
ス
ク
作
業
を
し
て

い
る
と
エ
ク
セ
ル
の
線
が
歪
ん

で
見
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ

だ
け
で
、
生
活
に
支
障
は
全
く

な
い
の
で
す
が
、
念
の
た
め
、

眼
科
に
行
っ
て
み
よ
う
、
こ
れ

を
機
に
レ
ー
シ
ッ
ク
で
も
し
て

み
よ
う
か
な
と
気
軽
に
フ
ラ
ッ

と
診
察
し
た
と
こ
ろ
、
い
き
な

り
で
す
。
医
師
「
２
週
間
以
内

に
手
術
が
必
要
で
す
。
少
し
長

め
で
10
日
程
度
の
入
院
を
覚
悟

し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
シ
ョ
ッ
ク
な
の
は
「
入

院
期
間
中
は
う
つ
伏
せ
、
ま
た

は
下
向
き
生
活
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
の
こ
と
。
活
動
的
な
私

と
し
て
は
「
１
日
２
万
歩
以
上

移
動
し
て
、
打
ち
合
わ
せ
て
、

終
わ
っ
て
走
っ
て
」
を
繰
り
返

し
、
日
本
全
国
を
移
動
を
し
て

い
る
の
に
、「
１
週
間
う
つ
伏

せ
生
活
な
ん
て
で
き
る
わ
け
が

な
い
！
」
と
、
こ
の
コ
ラ
ム
を

書
い
て
い
る
今
も
手
が
震
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
目
が
見
え

な
く
な
る
こ
と
は
、
普
段
の
生

活
を
し
続
け
る
生
活
を
持
っ
て

し
て
も
、
背
に
腹
は
か
え
ら
れ

な
い
。「
辛
抱
の
10
日
間
を
神

様
か
ら
試
練
を
与
え
ら
れ
賜
う

た
」
と
ご
褒
美
を
い
た
だ
け
た

自
分
自
身
の
手
術
入
院
を
控
え
て
考
え
る
こ
と

と
開
き
直
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
超
え
ら
れ
な

い
壁
で
は
な
い
」
と
、
覚
悟
を

決
め
て
、
書
籍
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
調

べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
不
思
議
で
す
ね
。

「
敵
を
知
れ
ば
、
怖
く
な
く
な

っ
て
く
る
」
と
は
こ
う
い
う
こ

と
か
。
ま
ず
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
壁
の
一
つ
目
は
、

目
の
手
術
。
眼
球
の
水
晶
体
に

針
を
３
本
刺
し
て
、
中
の
ゼ
リ

ー
を
抜
い
て
、
ガ
ス
を
吹
き
込

む
。
そ
の
ガ
ス
が
な
く
な
る
の

と
、
修
復
さ
せ
る
た
め
に
被
せ

た
皮
が
眼
球
に
馴
染
む
ま
で
下

を
向
い
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
う
し
な
い
と
ガ
ス
も

抜
け
な
い
し
、
表
皮
も
馴
染
む

こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
。
な
の

で
、
２
つ
目
の
壁
は
「
１
週
間

の
う
つ
伏
せ
生
活
」
を
ど
う
乗

り
越
え
る
か
。
調
べ
れ
ば
、
手

術
の
痛
さ
よ
り
も
、
こ
の
生
活

の
方
が
何
十
倍
も
し
ん
ど
い
と

の
こ
と
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

い
て
い
る
皆
様
は
、
も
っ
と
も

っ
と
辛
い
手
術
や
入
院
生
活
を

さ
れ
た
ご
経
験
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
医
療
に

つ
い
て
は
日
本
語
で
も
わ
か
ら

な
い
の
に
、
英
語
で
専
門
用
語

を
言
わ
れ
て
も
…
。で
す
よ
ね
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
身
体
の

老
化
を
身
を
挺
し
て
体
感
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
へ
の
尊
敬
の

念
が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
目
の
手
術
な
ん
て
、

ま
だ
ま
だ
「
入
門
編
」。
高
齢

者
の
方
々
は
身
体
の
あ
ち
こ

ち
、
内
臓
を
切
り
取
っ
た
り
、

出
し
入
れ
し
た
り
、
脳
に
メ
ス

を
入
れ
た
り
、
血
液
を
入
れ
た

り
、
注
射
を
し
た
り
、
も
っ
と

も
っ
と
痛
く
苦
し
い
こ
と
を
経

験
し
て
、
そ
し
て
、
介
護
施
設

で
、
本
音
で
は
受
け
た
く
な
い

「
介
護
者
の
支
援
」
を
笑
顔
で

受
け
入
れ
て
「
頂
い
て
い
る
」

の
で
す
。
心
の
奥
底
に
は
「
若

造
が
偉
そ
う
に
」「
わ
し
が
本

気
を
出
し
た
ら
お
前
な
ん
ぞ
」

な
ど
言
い
た
い
の
を
我
慢
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
入
れ
て

い
る
と
思
う
と
、
支
援
す
る
側

も
も
っ
と
優
し
く
、
受
容
で
き

る
こ
と
が
増
え
る
は
ず
で
す
。

　

な
ん
て
、
手
術
、
入
院
す
る

前
か
ら
悟
り
上
げ
た
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
私
は
ま
だ
ま

だ
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
が
、

入
院
期
間
は
、
医
療
機
関
の
サ

ー
ビ
ス
を
初
め
て
、
１
０
０
％

受
け
入
れ
る
覚
悟
で
い
っ
て
き

ま
す
。

　

ど
ん
な
気
持
ち
で
手
術
、
生

活
支
援
を
受
け
る
の
か
、
受
け

る
自
分
は
ど
う
い
う
気
持
ち
に

な
る
の
か
。
自
分
が
身
体
周
辺

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
が

来
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
ま
だ
こ
の
コ
ラ
ム
を

書
き
な
が
ら
震
え
て
い
ま
す
。

介
護
運
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
、
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、

ご
報
告
し
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（47）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
と
っ

て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。 

　

昨
年
末
、
１
年
間
の
練
習
の

成
果
を
友
人
に
披
露
し
大
成
功

を
収
め
た
方
が
い
ま
す
。

　

Ｃ
さ
ん
は
今
年
、
今
ま
で
漠

然
と
思
い
描
い
て
い
た
事
を
実

行
に
移
す
予
定
で
す
。 

　

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
頭
文
字

を
使
う
ゴ
ー
ル
設
定
の
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。 

Ｓ- 

具
体
的 

Ｍ- 

測
定
可
能 

Ａ- 

達
成
可
能 

Ｒ- 

現
実
的 

Ｔ-

期
限
付
き 

　

こ
れ
に
沿
っ
て
Ｃ
さ
ん
は

「
12
月
31
日
に
（
Ｔ
）
自
分
の

文
章
を
ま
と
め
（
Ｒ
）、
完
成
・

未
完
成
に
か
か
わ
ら
ず
（
Ａ
）

出
版
社
に
送
る
（
Ｓ
）」
と
い

う
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
進
捗

状
態
は
書
い
た
ペ
ー
ジ
数
に
よ

っ
て
測
定
が
可
能
（
Ｍ
）
で
す
。

注
目
し
た
い
の
は
Ｃ
さ
ん
の
ゴ

ー
ル
は
あ
く
ま
で
も
ご
自
身
の

み
で
達
成
で
き
る
「
出
版
社
に

送
る
」
で
、
第
三
者
を
要
す
る

「
出
版
す
る
」
で
は
な
い
と
い

う
点
。
さ
ま
ざ
ま
な
成
功
を
収

め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
比
較
し
、

自
信
が
持
て
ず
に
い
た
Ｃ
さ
ん

は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し
て

ご
自
身
の
価
値
を
見
出
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。今
年
い
っ
ぱ
い
で
、

ま
た
そ
の
時
手
元
に
あ
る
も
の

を
送
る
、
と
い
う
緩
や
か
な
ゴ

ー
ル
は
達
成
可
能
な
た
め
Ｃ
さ

ん
の
や
る
気
を
適
度
に
刺
激
し

て
い
ま
す
。 

　

今
年
の
干
支
、
蛇
は
古
い
皮

を
脱
ぎ
捨
て
、
新
た
な
成
長
を

象
徴
す
る
の
だ
と
か
。 

　

１
年
を
通
し
て
着
実
に
歩
み

を
進
め
る
Ｃ
さ
ん
に
伴
走
で
き

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

ゴ
ー
ル
設
定 

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
冬

の
乾
燥
し
た
季
節
に
最
も
気
に

な
る
「
肌
の
保
湿
力
」
に
水
素

が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
暖
房
が
入
る
と
、
肌

の
乾
燥
や
荒
れ
が
気
に
な
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
水
素

が
保
湿
の
サ
ポ
ー
ト
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｙ
は
、
日
本
よ
り
空
気
が

乾
燥
し
て
お
り
、
特
に
室
内
の

暖
房
で
さ
ら
に
湿
度
が
低
下

し
、
肌
が
カ
サ
カ
サ
し
た
り
、

刺
激
に
敏
感
に
な
っ
た
り
し
が

ち
で
す
。
水
素
は
非
常
に
小
さ

な
分
子
で
体
内
に
浸
透
し
や
す

く
、
特
に
抗
酸
化
作
用
が
肌
の

バ
リ
ア
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

乾
燥
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減

す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
肌

の
内
側
か
ら
保
湿
を
助
け
る
働

き
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
水
素
の
抗
酸

化
作
用
が
乾
燥
に
よ
る
肌
ダ
メ

ー
ジ
を
軽
減
し
、
肌
の
バ
リ
ア

機
能
を
保
つ
の
に
役
立
つ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
肌
の
バ
リ
ア
が

強
化
さ
れ
る
と
、
乾
燥
や
刺
激

か
ら
肌
を
守
り
、
外
部
環
境
に

負
け
な
い
肌
に
導
き
ま
す
。
乾

燥
し
た
環
境
に
さ
ら
さ
れ
て

も
、
肌
の
水
分
が
保
持
さ
れ
や

す
く
な
る
た
め
、
弾
力
や
潤
い

が
持
続
し
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。

　

私
の
お
客
様
の
中
に
も
、
冬

に
な
る
と
「
肌
が
カ
サ
カ
サ
し

て
痒
み
が
出
る
」「
メ
イ
ク
の

ノ
リ
が
悪
く
な
る
」
と
い
っ
た

悩
み
を
抱
え
る
方
が
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
水
素
風
呂

や
水
素
水
を
日
常
的
に
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
肌
が
柔
ら
か
く

な
り
乾
燥
が
和
ら
い
だ
と
実
感

さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

水
素
風
呂
は
、
全
身
の
保
湿

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
だ
け
で
な

く
、
湯
気
に
含
ま
れ
る
水
素
が

毛
穴
を
通
じ
て
肌
に
届
く
た

め
、
特
に
冬
場
の
乾
燥
対
策
と

し
て
も
優
れ
た
方
法
で
す
。

　

水
素
水
の
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク

も
お
す
す
め
で
す
。
ま
た
、
外

出
先
で
も
水
素
水
を
ス
プ
レ
ー

す
る
こ
と
で
、
肌
が
乾
燥
し
に

く
く
、
し
っ
と
り
と
し
た
感
触

が
長
時
間
続
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
化
粧
の
上
か
ら
も
軽
く

ス
プ
レ
ー
で
き
る
た
め
、
日
中

の
乾
燥
を
防
ぐ
ア
イ
テ
ム
と
し

て
も
便
利
で
す
。

　

こ
の
冬
、
水
素
の
力
を
使
っ

て
肌
の
保
湿
力
を
ア
ッ
プ
し
、

乾
燥
に
負
け
な
い
潤
い
肌
を
目

指
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
水
素
風
呂
や
水
素
水
を
取
り

入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY
」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
24
）
水
素
と
肌
の
保
湿
力
向
上 

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
内
科
准
教

授
の
中
川
俊
一
医
師
に
よ
る
書

籍
刊
行
記
念
セ
ミ
ナ
ー
が
、
25

日
（
土
）
午
後
７
時
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
（
メ

デ
ィ
カ
ル
ビ
ュ
ー
社
主
催
）。

　

著
書
『
あ
な
た
の
Ａ
Ｃ
Ｐ

は
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
い
の

か
？
』
は
、
日
本
で
の
外
科
研

修
を
経
て
来
米
し
、
米
国
日
本

人
緩
和
ケ
ア
医
と
な
っ
た
著
者

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
分
解
し
、
一

言
一
句
ま
で
考
え
ら
れ
た
決
定

版
。
誰
も
が
・
す
ぐ
に
・
正
し

く
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ

ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
会

話
を
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け

て
詳
解
し
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
３
つ
の
ス
テ

ー
ジ
の
う
ち
の
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ー
ジ
に
焦
点
を
当
て
、
実

際
に
ど
の
よ
う
に
会
話
が
進

め
ら
れ
る
の
か
、
模
擬
患
者

と
の
対
話
を
も
と
に
解
説
す

る
。
対
象
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
関
心
の

あ
る
医
療
職
の
人
。
参
加
費
無

料
。
定
員
１
０
０
０
人
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.medicalview.
co.jp/campaign/acp_
seminar2025/

を
参
照
。

緩和ケア対話法
1月25日オンラインで

中川医師が書籍刊行記念セミナー

　

慣
例
の
剣
禅
道
場
鏡
開
き
が

５
日
昼
か
ら
行
わ
れ
、
慣
例
の

１
０
０
０
回
素
振
り
が
剣
道
以

外
の
生
徒
も
交
え
、
道
場
い
っ

ぱ
い
の
生
徒
90
人
ほ
ど
で
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

型
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
剣
道
、
居
合
道
、
薙
刀
、

柳
生
他
、真
剣
に
披
露
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
お
ま
ち
か
ね
の
お
餅

つ
き
で
は
、
好
評
の
８
種
類
の

磯
部
、
き
な
こ
、
餡
子
、
大
根

お
ろ
し
の
辛
味
餅
、
納
豆
、
胡

麻
ほ
か
を
堪
能
し
た
。

剣
禅
道
場
で
鏡
開
き

１
０
０
０
回
素
振
り

https://www.hondag.com
http://myriverside.net/home
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://www.medicalview.co.jp/campaign/acp_seminar2025/


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025 年（令和 7 年）1 月 18 日（土）

２
０
２
５
年
度
版
！
全
米
最
低
賃
金
早
見
表
：

複
雑
化
す
る
州
別
最
低
賃
金
事
情

クイックUSA

196

を
さ
ら
に
週
１
１
２
８
ド
ル

（
年
間
5
万
８
６
５
６
ド
ル
）

に
引
き
上
げ
予
定

・
3
年
ご
と
の
自
動
更
新
：
以

後
、
3
年
ご
と
に
給
与
基
準
を

自
動
的
に
更
新
す
る
仕
組
み
の

導
入
予
定

（
２
） 

24
年
11
月
15
日
：
テ
キ

サ
ス
州
東
部
地
区
連
邦
地
方
裁

判
所
が
、
時
間
外
労
働
免
除
に

関
す
る
給
与
基
準
引
き
上
げ
を

無
効
と
す
る
判
決
を
発
表

　

こ
の
よ
う
な
事
態
は
16
年
に

も
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
際
に

は
施
行
間
近
で
判
決
が
無
効
化

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
ケ
ー
ス

で
は
判
決
が
11
月
に
下
さ
れ
た

た
め
、
1
回
目
の
給
与
上
昇
は

す
で
に
7
月
か
ら
施
行
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
更
に
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
方
で
、
16
年
の
経
験
を
踏
ま

え
、
今
回
の
判
決
に
備
え
て
い

た
企
業
も
多
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
の
判
決
に
よ
り
、
連
邦
レ

ベ
ル
でExempt

従
業
員
に
必

要
な
給
与
基
準
は
週
給
６
８
４

ド
ル（
年
3
万
５
５
６
８
ド
ル
）

に
戻
り
ま
し
た
。

　

州
別
に
見
る
と
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
25
年
の
最
低
賃
金

は
16
ド
ル
50
セ
ン
ト
に
決
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
最
低
賃
金

を
段
階
的
に
18
ド
ル
ま
で
引
き

上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
議
案 

32
と
い
う
法
案
も
存
在
し
ま
し

た
が
、
こ
の
法
案
は
11
月
中
旬

に
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
早
見
表
に
記
載
さ

れ
て
い
る
州
別
最
低
賃
金
は
、

企
業
規
模
や
従
業
員
数
に
よ
っ

て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
区
が
独
自
の
最

低
賃
金
を
設
定
し
て
い
る
場
合

も
多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
多
く
の
州
で
は
1
月

を
基
準
に
最
低
賃
金
が
変
更
さ

れ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
州
も

存
在
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最

新
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

ト
リ
ビ
ア
と
し
て

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
と
ワ
イ
オ
ミ

ン
グ
州
で
は
州
の
最
低
賃
金
が

5
ド
ル
15
セ
ン
ト
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
連
邦
の
最
低
賃
金

が
7
ド
ル
25
セ
ン
ト
で
あ
る
た

め
、
こ
ち
ら
が
実
際
に
適
用
さ

れ
ま
す
が
、
州
の
最
低
賃
金
が

連
邦
の
水
準
よ
り
も
低
い
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
珍
し
い
例
で

す
。
こ
れ
は
、
09
年
の
連
邦
最

低
賃
金
が
設
定
さ
れ
る
前
の
金

額
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
た
め

で
す
。

　

最
後
に
、
各
州
の
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

Exempt

従
業
員
に
求
め
ら
れ

る
最
低
給
与
額
が
更
新
さ
れ
る

州
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
ポ

ジ
シ
ョ
ン
の
給
与
水
準
も
随
時

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
向
を
正
確
に
把

握
し
、
最
新
情
報
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

榊
原
将

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

　

２
０
２
５
年
も
多
く
の
州
で

最
低
賃
金
の
改
定
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
09
年
か

ら
変
更
さ
れ
て
い
な
い
連
邦
の

最
低
賃
金
７
ド
ル
25
セ
ン
ト
を

継
続
す
る
州
も
多
く
、
各
州
間

で
の
最
低
賃
金
の
差
が
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
はFair Labor 

Standard Act

（
公
平
労
働
基

準
法
）
に
お
け
るExempt

従

業
員
の
給
与
基
準
改
定
に
関
す

る
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
背
景

は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
24
年
4
月
：
米
国
労
働

省
が
、Exempt

従
業
員
に
該

当
す
る
労
働
者
の
時
間
外
労
働

免
除
の
た
め
の
最
低
給
与
基
準

を
引
き
上
げ
る
最
終
規
則
を
発

表・
24
年
7
月
1
日
：
最
低
給
与

基
準
を
週
６
８
４
ド
ル
（
年

間
3
万
５
５
６
８
ド
ル
）
か

ら
週
８
４
４
ド
ル
（
年
間

4
万
３
８
８
８
ド
ル
）
に
引
き

上
げ

・
25
年
1
月
1
日
：
こ
の
基
準

アスタープレイス店内
今年初旬にオープン

Wegman's
日本食レストラン

　

２
０
２
３
年
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
第
１
号
店
を
開
店
し
た
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン

の
ウ
ェ
グ
マ
ン
ズ
が
、
同
店
内

に
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ネ
ク

ス
ト
ド
ア
・
ア
ッ
ト
・
ア
ス
タ

ー
・
プ
レ
イ
ス
」（
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
７
７
０
番
地
、
東
９
丁

目
）
の
営
業
を
今
年
初
旬
に
始

め
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
に
本

社
を
置
く
同
社
は
、
昨
年
末
時

点
で
国
内
８
州
で
１
１
１
店
舗

を
展
開
し
て
い
る
。
同
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
求
人
情
報
に
よ
る

と
同
店
は
「
ま
さ
に
料
理
の
世

界
の
冒
険
で
あ
る
。
シ
ェ
フ
の

オ
リ
バ
ー
・
ラ
ン
グ
氏
が
率
い

る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
世
界
中

か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な

日
本
食
を
提
供
す
る
」と
い
う
。

「
25
年
初
旬
に
オ
ー
プ
ン
！
」

と
伝
え
て
い
る
が
、
詳
細
は
記

載
し
て
い
な
い
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ュ
ー
・
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は

24
日
（
金
）
午
後
12
時
45
分
か

ら
5
時
ま
で
、
米
国
で
活
動
す

る
日
系
企
業
向
け
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
と
人
材
開
発
に
焦
点

を
置
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
第
1
回
「
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
＆
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す
る
。

　

各
州
が
必
須
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
を
増
加
さ
せ
る
な

か
、従
業
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修

需
要
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
で
活
動
す
る
日
系
企
業
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
を
徹

底
さ
せ
、
同
時
に
次
世
代
へ
の

人
材
開
発
、
競
争
力
強
化
へ
の

ヒ
ン
ト
と
す
る
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
。
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
は
今

泉
江
利
子
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ュ

ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
）、
酒
井
謙
吉
（
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
ド
リ
ー
ム
ス
）ほ
か
。

対
象
は
経
営
幹
部
、人
事
部
門
、

Ｉ
Ｔ
部
門
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
担

当
者
等
。
参
加
費
無
料
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.

waterviewcoaching.com/
forum

を
参
照
す
る
。

コンプライアンスと人材開発
オンラインセミナー 24日

　

米
老
舗
デ
パ
ー
ト
の
メ
イ

シ
ー
ズ
は
今
期
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
を
含
む
全
米
で
66
店

舗
の
閉
鎖
を
計
画
し
て
い
る
。

２
０
２
５
年
第
1
四
半
期
に
閉

鎖
さ
れ
る
予
定
の
店
舗
は
、
当

初
は
24
年
に
閉
鎖
予
定
で
あ
っ

た
。
該
当
店
舗
は
、
Ｎ
Ｙ
州
で

は
、 

ニ
ュ
ー
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
の

レ
イ
ク
サ
ク
セ
ス
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
メ
ル
ビ
ル
・

モ
ー
ル
、
ク
イ
ー
ン
ズ
プ
レ
イ

ス
、
シ
ー
プ
ヘ
ッ
ド
ベ
イ
、
モ

ー
ル
・
ア
ッ
ト
・
グ
リ
ー
ス
リ

ッ
ジ
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
モ
ー
ル
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
、
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
・

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、フ
ォ
ー
ダ
ム
・

プ
レ
イ
ス
。
Ｎ
Ｊ
州
の
エ
セ
ッ

ク
ス
・
グ
リ
ー
ン
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

　

Ｎ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
は
昨
年
、

同
社
が
26
年
ま
で
に
１
５
０
店

舗
を
閉
鎖
す
る
計
画
で
あ
る
と

報
じ
た
。
ま
た
、
メ
イ
シ
ー
ズ

は
数
百
の
既
存
店
舗
の
改
装
も

計
画
し
て
い
る
と
発
表
し
て
い

る
。
メ
イ
シ
ー
ズ
の
会
長
兼
最

高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
で

あ
る
ト
ニ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
氏

は
声
明
で
「
店
舗
の
閉
鎖
は
決

し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が

当
社
の
『
大
胆
な
新
戦
略
』
の

一
環
と
し
て
、
生
産
性
の
低
い

店
舗
を
閉
鎖
し
、
経
営
資
源
を

集
中
さ
せ
、
今
後
の
店
舗
へ
の

投
資
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
よ

り
良
い
商
品
と
よ
り
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
に
、
お
客
様
か
ら
前

向
き
な
反
応
を
い
た
だ
い
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

メ
イ
シ
ー
ズ
相
次
ぎ
閉
店

全
米
で
66
店
舗
さ
ら
に

　

ク
イ
ッ
ク 

Ｕ
Ｓ
Ａ
、
ジ
ェ

ト
ロ
Ｎ
Ｙ
、
冨
田
法
律
事
務

所
、Hotta Liesenberg Saito 

LLP

４
社
共
催
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

「
新
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
米
国

経
済
・
移
民
・
関
税
政
策
を
読

み
解
く
〜
在
米
日
系
企
業
の
戦

略
的
対
応
〜
」
が
、30
日
（
木
）

午
後
６
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
。　

　

ト
ラ
ン
プ
新
政
権
下
に
お
け

る
経
済
、
移
民
政
策
、
関
税
政

策
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
視
点

か
ら
解
説
す
る
。
ま
た
、
政
策

変
化
が
在
米
日
系
企
業
に
与
え

る
影
響
を
具
体
的
に
取
り
上

げ
、
直
面
す
る
課
題
を
ど
う
克

服
す
べ
き
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
せ
る
か
を

議
論
す
る
。
対
象
は
、 

新
政
権

下
で
の
経
済
政
策
や
規
制
変
更

の
影
響
を
理
解
し
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
を
検
討
し
た
い
経
営
層
、
移

民
政
策
の
厳
格
化
が
採
用
活
動

に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
人
材

戦
略
へ
活
か
し
た
い
人
事
担
当

者
等
。定
員
は
先
着
２
０
０
人
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前
登

録
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

usjinjibu@919usa.com

ま

で
。
申
し
込
み
は
27
日
（
月
）

ま
で
にhttps://us06web.

zoom.us/webinar/register/
W
N
_Z416xCZiRZu

CzzJ6EIDyCg#/registration

か
ら
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本

ク
イ
ッ
ク 

Ｕ
Ｓ
Ａ
ら
４
社
共
催
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

ウォータービュー・コンサルティング・グループ

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://kkobo.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:usjinjibu@919usa.com
mailto:usjinjibu@919usa.com
mailto:usjinjibu@919usa.com
https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_Z416xCZiRZu
https://www.waterviewcoaching.com/forum


2025 年（令和 7 年）1 月 18 日（土） ［文化・芸能］　　（8  ）

　

日
本
ク
ラ
ブ
特
別
企
画
展 

「
和
紙
の
芸
術
表
現: 

伝
統
か

ら
未
来
へ
」
が
30
日
（
木
）
か

ら
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
、
日

本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁
目

１
４
５
番
地
７
階
）
で
開
催
さ

れ
る
。
同
展
で
は
柔
ら
か
な
光

を
通
し
て
「
侘
び
」
の
美
を
感

じ
さ
せ
る
和
紙
の
照
明
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
時
代
の
移

ろ
い
を
映
し
出
す
型
紙
が
表
現

す
る
「
寂
び
」
の
静
け
さ
と
奥

深
さ
な
ど
、
和
紙
が
も
た
ら
す

日
本
独
自
の
芸
術
表
現
が
体
感

で
き
る
。
主
な
出
展
作
家
は
、

柴
崎
幸
次
、
鈴
木
美
賀
子
、
南

辻
華
奈
江
、
佐
藤
友
泰
。

　

30
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

７
時
30
分
ま
で
は
、
２
階
ロ
ー

ズ
ル
ー
ム
に
て
特
別
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。
講
演

会
で
は
、
柴
崎
幸
次
教
授
（
愛

知
県
立
芸
術
大
学
）
と
鈴
木
美

賀
子
氏
（
画
家
・
美
術
博
士
）

が
、
和
紙
が
世
界
で
高
く
評
価

さ
れ
る
理
由
や
金
彩
や
型
紙
の

デ
ザ
イ
ン
が
持
つ
普
遍
的
な
美

な
ど
、
和
紙
の
魅
力
や
可
能
性

に
つ
い
て
語
る
。

　

参
加
希
望
者
は
Ｅ
メ
ー

ル
の
件
名
を
「Washi Talk  

RSVP

」
と
し
、
氏
名
を
明
記

し
てgallery@nipponclub.

org

ま
で
メ
ー
ル
す
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://nippongallery.
nipponclub.org/

を
参
照
。

照明作品　「Irises lll」
作家：柴崎幸次／素材：和紙、アクリル、ラン
プ／サイズ：80x80x740mm／制作年：2019

　

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
／
作
曲
家

の
山
田
朱
実
と
音
楽
家
兼
ア

ー
チ
ス
ト
の
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
と

の
デ
ュ
オ
演
奏
が
２
月
１
日

（
土
）
午
後
７
時
30
分
か
ら
、

ウ
ク
ハ
ッ
ト
（Ukehut 

：36-
01 36th Ave., Long Island 
City

）
で
開
催
さ
れ
る
。
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
／
ウ
ク
レ
レ
専

門
店
の
ウ
ク
ハ
ッ
ト
で
開
催

中
の
ア
ー
ト
展
「SAKAI ART 

SHOW 2025
」
の
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ

る
。

　

山
田
は
２
０
０
８
年
よ
り
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
「
ド
リ

ー
ミ
ー
・
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う
独

自
の
ス
タ
イ
ル
で
ジ
ャ
ズ
・
ア

ッ
ト
・
キ
タ
ノ
や
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
広
範
に

演
奏
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
当

日
は
ジ
ャ
ズ
、
ボ
サ
ノ
バ
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
加
え
ビ
ー
ト
ル
ズ

や
松
任
谷
由
実
な
ど
の
ポ
ッ
プ

ス
の
ア
レ
ン
ジ
、
山
田
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
な
ど
を
演
奏
す
る
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ジ
は

20
ド
ル
（
ド
リ
ン
ク
込
み
）。

予
約
は
Ｅ
メ
ー
ルukehut@

gmail.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://ukehut-

nyc.com/

を
参
照
す
る
。

山
田
朱
美
と
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

２
月
１
日
デ
ュ
オ
演
奏

　

琴
奏
者
の
石
榑
雅
代
さ
ん
が

11
日
午
後
、
源
吉
兆
案
五
番
街

店
で
新
春
琴
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
た
。
11
月
の
初
演
で
大
好

評
を
得
た
琴
コ
ン
サ
ー
ト
、
伝

統
楽
器
で
聴
く
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

第
２
回
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

る
。
お
正
月
の
代
表
作
、「
春

の
海
」
を
琴
と
フ
ル
ー
ト
で
、

「
愛
の
賛
歌
」、「
ラ
ブ
ミ
ー
テ

ン
ダ
ー
」
な
ど
を
演
奏
し
た
。　
　

　

源
吉
兆
庵
の
ビ
ル
に
は
今
年

日
本
ク
ラ
ブ
会
館
が
引
っ
越
し

て
く
る
だ
け
に
、
五
番
街
か
ら

日
本
文
化
発
信
の
名
所
と
し
て

今
後
も
親
し
ま
れ
そ
う
だ
。

琴の石榑さん「春の海」
源吉兆庵五番街店で演奏

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

和
紙
の
展
覧
会
と
講
演
会

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.samuraimama.com/
http://www.easeny.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://nippongallery
https://ukehut-nyc.com/
https://ukehut-nyc.com/
https://ukehut-nyc.com/
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先
史
時
代
の
フ
ァ
ン
は
、
2

月
2
日
（
日
）
に
ク
ッ
パ
ー
バ

ー
グ
・
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・

ジ
・
ア
ー
ツ
（
Ｋ
Ｃ
Ａ
）
で
、

恐
竜
見
学
を
体
験
し
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。ク
イ
ー
ン
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
を
拠
点
と
す
る
こ
の

劇
場
で
は
、
ス
リ
ル
満
点
の
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
で
先
史

時
代
を
再
現
す
る
「
ア
ー
ス
の

ダ
イ
ナ
ソ
ー
・
ズ
ー
（Erth’

s 
Dinosaur Zoo

）
ラ
イ
ブ
」
が

開
催
さ
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
年
齢

層
の
フ
ァ
ン
が
、
劇
場
で
、
本

物
そ
っ
く
り
の
恐
竜
や
巨
大
な

パ
ペ
ッ
ト
の
生
き
物
た
ち
を
観

察
し
た
り
、
触
れ
合
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
登
場
す
る

生
き
物
に
は
、
プ
レ
シ
オ
サ
ウ

ル
ス
、
テ
ィ
タ
ノ
サ
ウ
ル
ス
、

レ
ア
ネ
ラ
ナ
サ
ウ
ル
ス
、
メ
ガ

ネ
ウ
ラ
、
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
、

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
が
い

る
。

　
「
ア
ー
ス
の
ダ
イ
ナ
ソ
ー
・

ズ
ー
・
ラ
イ
ブ
」
の
キ
ャ
ス
ト

は
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
パ
ペ
ッ

ト
・
マ
ス
タ
ー
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
古
生
物
学
者
の
指
導
の

も
と
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

る
。
１
９
９
０
年
に
設
立
さ
れ

た
こ
の
団
体
は
、
巨
大
パ
ペ
ッ

ト
、
竹
馬
歩
行
者
、
膨
ら
ま
せ

た
環
境
、
空
中
や
空
を
飛
ぶ
生

き
物
な
ど
を
使
っ
た
視
覚
体
験

を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
内
お
よ
び
国
際
的
な

評
価
を
築
い
て
き
た
。
同
社
の

代
表
的
な
作
品
で
あ
る
今
回
の

ラ
イ
ブ
は
、
複
数
の
チ
ー
ム
が

同
時
に
ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど
、

北
米
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
絶
賛
上
演
中
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
最
大
の
総
合

EVENT
■ NY植物園のホリデー・トレイン・ショー
＝ 1/20まで　The New York Botanical Garden
（2900 Southern Blvd）毎年恒例の「ホリデー・
トレイン・ショー」が見られるのもあとわずか。
植物で作られた自由の女神、ブルックリン橋
など 190以上の NYのランドマークの間を機
関車やトロッコの模型が走り抜ける。
詳細は https://www.nybg.org
■山口県人会懇親会＝ 1/31  18:30  NY日系人
会館（49 W 45th St, 5F）山口県出身者だけで
なく、山口県に住んだことがある人などの参
加も歓迎。会費：＄50、18歳以下＄20、軽食
込み。参加申し込みは１月 17日までにＥメー
ル
murata@jlgc.org（村田さん）まで。

CLASS/SEMINAR
■ジェトロ NY主催「米国ビザ最新動向ウェビ
ナー 　日系企業が押さえておくべきポイント」
＝ 1/28 19:00  日系企業を対象にした、大統領
選後の米国ビザ最新動向に関するウェビナー。 
講師はボアズ麗奈弁護士。1/20の大統領就任
演説や大統領令等の最新情報、日系企業が押さ
えておくべきポイントについて解説する。定
員 999人。参加費無料。詳細は https://www.
jetro.go.jp/events/nya/81aade070165282d.
html

MUSIC
■中堀海都の電子音楽パフォーマンス「ネイ
チャー・アンド・セレモニー」＝ 1/18  19:00　
Ki Smith Gallery（170 Forsyth St）NY在住の
作曲家・中堀海都による電子音楽パフォーマ
ンス。中堀は西洋音楽に雅楽の要素を取り入
れ革命を起こした武満徹の系譜を継ぐ作曲家
で、雅楽の音源や自然の録音を織り入れた音
色世界を繰り広げる。入場料：＄25
詳細は https://www.kismithgallery.com

ART
■文楽バックステージ＝ 1/19まで　Japan 
Society Gallery（333 E 47th St）「文楽の舞台

裏と現代アーティストによる文楽の再解
釈」という副題のもと、日本を代表する人
形浄瑠璃文楽の舞台裏を垣間見ることがで
きる展覧会。出演者や職人が活用している
人形や道具を紹介する。入場料：一般＄12、
シニア・学生＄10、JS会員・16歳以下は
無料。
詳細は https://japansociety.org
■鈴木尚和絵画展「Hollday  Show Creative 
Winter Art : A Sustainable Celebration」
=1/20 ま で　SAPHIRA ＆ VENTURA 
Gallery（4 W. 43rd St., #416）造形作家・
デザイナーの日本在住アーティスト鈴木尚
和がグループ展に参加する。同展では環境
に優しく、冬の美しさを祝う作品群が展示
される。入場無料。
詳細は https://saphiraventura.com/
■ブルックリン美術館200周年記念「ブルッ
クリン・アーティスト展」＝ 1/26まで　
Brooklyn Museum（200 Eastern Parkway）
過去 5年間にブルックリンに住んだ、また
はスタジオを構えたアーティスト 4000人
の応募の中から 200人を選出。ドローイン
グ、絵画、彫刻、ビデオ、インスタレーショ
ンなど、ブルックリン・アーティストたち
の幅広い才能を紹介している。入場料：一
般＄20、学生・シニア＄14、会員・19歳
以下は無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org
■日本人アーティストのグループ展
「Flower Exhibition」＝ 1/27 まで　Cohen 
Library Archives Gallery, City College,（160 
Convent Ave）NY私立大学と東京の芸術家
集団「アートラボ」による共同主催。「花
は人生や平和への願いの象徴」というコン
セプトのもと、絵画、書道、写真など 15
人の作家が自信作を発表する。入場無料。
■ 絵 画 展「SAKAI ART SHOW 2025」 ＝
2/2 まで  Uke Hut（36-01 36th Ave, Long 
Island City）マルチアーティスト SAKAI 氏
による作品展。毎週ほかのアーティストと
のコラボ企画も行われる。入場無料。
詳細は https://www.sakaiartnewyork.com
■板東綾子の個展「Memories of Light」＝
2/18 ま で　International Center of CCCS
（80 Maiden Lane, 14F）美しい自然の風景
を撮影した写真をプリントして除光液で和
紙に転写する技法で制作した「光の記憶」
シリーズ作品を展示する。入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■アンネ・フランク展＝ 1/27 ～ 4/30　
Center for Jewish History（15 West 16th 
St,）第 2次大戦中のユダヤ人迫害の被害
者で、『アンネの日記』を書いたことで知
られる少女の短い人生を振り返る。アムス
テルダムのアンネ・フランク・ハウスから
100点以上のコレクションが展示されるほ
か、ナチスから逃れるために 2年間潜伏し
ていた隠れ家をアムステルダム以外で初め
て原寸大で再現する。入場料：一般＄21～、
17歳以下＄16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

芸
術
複
合
施
設
で
あ
る
Ｋ
Ｃ
Ａ

の
所
在
地
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ

の
リ
ー
ブ
ス
街
１
５
３
ー
49
番

地
（153-49 Reeves Ave

）。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
内
会

場
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
、
学
外

の
近
隣
地
域
で
の
公
演
で
地
域

の
才
能
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

紹
介
し
、
ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
の

学
生
や
教
職
員
に
よ
る
プ
ロ
の

シ
ョ
ー
を
制
作
し
て
い
る
。

 

芸
術
支
援
を
目
的
に
ク

イ
ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に

１
０
０
０
万
ド
ル
を
寄
付
し

た
卒
業
生
マ
ッ
ク
ス
・
ク
ッ

フ
ァ
ー
バ
ー
グ
氏
を
称
え
、

２
０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
た
も

の
だ
。
１
９
６
１
年
以
来
Ｋ
Ｃ

Ａ
（
旧
称
コ
ル
デ
ン
・
セ
ン
タ

ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
）
は
、
ク
イ

ー
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
外
で
全
年
齢
向
け
の
公

開
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
毎
年
開
催

し
、
ク
イ
ー
ン
ズ
お
よ
び
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
全
域
か
ら
数
千
人

の
住
民
が
参
加
し
て
い
る
。

　

入
場
料
35
ド
ル
。
チ
ケ

ッ

ト

はhttps://www.
ticketm

aster.com
/ 

で

Erth’
s Dinosaur Zoo Live 

Erth’
s Dinosaur Zoo Live　

で
検
索
。

恐竜体験
楽しめる展示

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
２
月
２
日

ク
イ
ー
ン
ズ
大
学
劇
場
で

Photo courtesy : Kupferberg Center for the Arts

家
族
で
楽
し
め
る

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る

ロ
ー
ニ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
西
40
丁
目
32
番
地
、
電
話

２
１
２
・
６
８
８
・
０
１
８
８
）

で
「
浮
世
絵
の
あ
け
ぼ
の
・
17

〜
18
世
紀
の
木
版
画
」
と
題
す

る
特
別
展
が
開
か
れ
て
い
る
。

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
葛
飾
北
斎

や
歌
川
広
重
ら
の
名
作
シ
リ
ー

ズ
を
セ
ッ
ト
揃
い
で
収
集
す
る

な
ど
在
庫
１
万
２
０
０
０
点
を

抱
え
る
北
米
最
大
の
日
本
版
画

専
門
画
廊
。
創
業
50
周
年
に
当

た
る
今
年
は
一
年
が
か
り
で
浮

世
絵
を
5
回
に
分
け
て
年
代
別

に
紹
介
す
る
展
示
シ
リ
ー
ズ
に

取
り
組
む
。
今
回
は
そ
の
第
一

回
目
で
17
世
紀
と
18
世
紀
の
作

品
を
中
心
に
展
示
。
歌
麿
、
春

信
、
師
宣
、
写
楽
ら
の
傑
作
が

一
堂
に
集
ま
っ
た
。
こ
の
時
代

の
浮
世
絵
に
は
、
役
者
絵
や
美

人
画
が
多
く
、
今
で
い
う
人
気

タ
レ
ン
ト
の
グ
ラ
ビ
ア
的
存
在

だ
っ
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は

１
０
０
人
以
上
の
浮
世
絵
フ
ァ

ン
が
つ
め
か
け
、
独
特
の
緻
密

な
線
描
写
と
淡
い
色
使
い
に
た

め
息
を
も
ら
し
た
。
会
期
は
2

月
28
日
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トroningallery.com

　
　
　
（
中
村
英
雄
、
写
真
も
）

展示作品の中から鈴木春信

浮
世
絵
の
あ
け
ぼ
の
展

ロ
ー
ニ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
50
周
年
記
念

２月28日まで

http://www.jwsny.org
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
http://ariyoshiny.com
tel:18778852726
https://japansociety.org
https://saphiraventura.com/
https://www.brooklynmuseum.org
https://www.sakaiartnewyork.com
https://artspheres.org
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.nybg.org
mailto:murata@jlgc.org
https://www
https://www.kismithgallery.com
https://www.ticketmaster.com/
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い
ま
私
は
、
こ
の
本
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
読
ん
で
い
る
。
Ｎ

Ｙ
に
暮
ら
し
て
40
年
、
ア
メ
リ

カ
生
活
は
実
に
45
年
に
な
る
。

な
に
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に
来
た

年
が
１
９
８
０
年
な
の
だ
か

ら
、
日
本
で
使
っ
て
い
た
言
葉

は
昭
和
そ
の
も
の
。
そ
の
後
、

平
成
、
令
和
に
日
本
で
生
ま
れ

出
て
現
代
ま
で
に
市
民
権
を
得

た
新
語
、
新
し
い
言
い
回
し
は

数
え
き
れ
な
い
。

　

本
書
の
表
紙
に
あ
る
、「
こ

の
日
本
語
に
『
違
和
感
』
を
感

じ
ま
せ
ん
か
？
」
と
あ
る
表
現

例
、「
ご
注
文
の
ほ
う
こ
ち
ら

で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
」「
自
分
的
に
は
そ
う
思
う
」

「
み
な
さ
ん
に
勇
気
を
与
え
た

い
」「
結
婚
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」「
連
休
は
家
族
で
た

の
し
め
た
の
か
な
、
と
」「
お

答
え
す
る
立
場
に
は
あ
り
ま
せ

ん
」「
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え

ば
」・
・
・
な
ど
ど
れ
も
自
分

が
日
本
に
い
た
頃
に
は
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
表
現
だ
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
大
学
卒
業
後
１
９
６
０
年

に
入
局
し
て
10
年
間
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
活
躍
し
、そ
の
後
、

民
放
キ
ャ
ス
タ
ー
や
作
家
と
し

て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
著
者
の

下
重
暁
子
さ
ん
が
感
じ
る
「
美

し
く
て
怖
い
『
日
本
語
』
の
正

体
」
に
つ
い
て
書
い
た
本
だ
。

　

本
書
で
は
、「
絆
」
へ
の
安

易
な
依
存
と
日
本
人
の
「
個
」

の
喪
失
、
美
し
い
言
葉
も
無
意

味
に
使
い
す
ぎ
る
と
劣
化
す
る

こ
と
、「
元
気
と
勇
気
」
は
与

え
る
も
の
で
は
な
い
も
の
、「
断

言
」
を
避
け
る
言
い
方
が
多
す

ぎ
る
、
過
剰
な
日
本
語
は
か
え

っ
て
相
手
を
不
快
に
す
る
、「
自

主
規
制
」
で
言
葉
は
貧
し
く
な

る
、
語
彙
は
こ
う
す
れ
ば
楽
し

く
増
や
せ
る
、
な
ど
の
要
点
が

実
例
を
交
え
て
解
説
さ
れ
て
い

る
。「
マ
ジ
で
ヤ
バ
イ
が
一
番

ぴ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
」

の
項
目
で
は
、
い
ま
で
は
「
飛

び
抜
け
て
素
晴
ら
し
い
」
表
現

と
し
て
定
着
し
た
言
葉
の
語
彙

力
の
貧
困
さ
に
つ
い
て
指
摘
す

る
。
い
ま
か
ら
20
年
近
く
前
、

当
時
と
し
て
は
ま
だ
珍
し
か
っ

た
使
い
方
だ
っ
た
が
、
あ
る
Ｎ

Ｙ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
か
ら

来
た
若
い
女
性
た
ち
が
テ
ー
ブ

ル
の
目
の
前
で
、
料
理
を
口
に

し
た
途
端
「
わ
、
や
ば
い
！
」

と
声
を
あ
げ
た
。
私
は
「
な
ん

て
乱
暴
な
汚
い
言
葉
を
使
う
ん

だ
ろ
う
こ
の
人
は
」
と
そ
の
外

見
の
美
し
さ
と
発
し
た
言
葉
の

落
差
と
に
、
今
風
に
言
う
な
ら

ド
ン
引
き
し
て
し
ま
っ
た
自
分

が
い
た
。
い
ま
な
ら
「
な
に
、

こ
の
美
味
し
さ
、
び
ー
っ
く
り

す
る
く
ら
い
美
味
し
い
ん
で
す

け
ど
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た
わ

け
で
、
言
葉
と
い
う
の
は
時
代

と
共
に
そ
の
居
場
所
を
見
つ
け

て
い
く
も
の
な
の
だ
な
と
そ
の

後
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

著
者
は
仕
事
で
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
な
の
で
、
普
段
も
日
本
語

の
手
本
、
標
準
語
の
鏡
み
た
い

な
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
が
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
に
仕
事
仲

間
と
の
会
話
は
か
な
り
く
だ
け

て
い
た
と
言
う
。要
は
Ｔ
Ｐ
Ｏ
、

場
を
わ
き
ま
え
て
言
葉
を
上
手

に
使
い
分
け
る
こ
と
の
で
き
る

語
彙
力
を
増
や
す
こ
と
が
現
代

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
訴
え

て
い
る
。

　

言
葉
は
時
代
と
共
に
変
化
す

る
と
は
思
う
が
、
海
外
生
活
が

長
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
使
う
言

葉
も
時
代
遅
れ
に
な
る
よ
う
に

も
思
う
。
人
混
み
で
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
「
お
っ

と
ご
め
ん
よ
」
な
ど
と
言
お
う

も
の
な
ら
「
な
に
そ
れ
、
江
戸

時
代
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
み
た

い
」
な
ど
と
笑
わ
れ
る
。
日
本

か
ら
の
現
代
語
は
、
新
聞
テ
レ

ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
加
え

て
、
日
本
人
学
校
や
補
習
校
で

子
供
達
が
覚
え
て
く
る
言
い
回

し
で
な
ん
と
か
時
代
を
乗
り
越

え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
本
の

タ
イ
ト
ル
が
『
怖
い
日
本
語
』

だ
が
、こ
こ
で
使
っ
て
い
る「
怖

い
」
は
文
字
通
り
「
恐
ろ
し
い
」

と
い
う
意
味
で
い
い
の
か
そ
れ

と
も
も
っ
と
深
読
み
で
き
る
ニ

ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
か
少
し
様

子
を
見
て
み
た
い
。　
（
三
浦
）
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■おはようおかえり（近藤史恵、PHP文芸文庫）北大阪の
老舗和菓子屋凍滝の姉妹・小梅とつぐみ。ある日、43年
前に亡くなった曾祖母の魂が姉の身体に乗り移る。凍滝の
創業者だった曾祖母は、妹の小梅に 「ある手紙をお父ちゃ
ん（曾祖父）の浮気相手から取り戻して」と頼んできた。
■連続殺人鬼カエル男　完結編（中山七里、宝島社）精神
疾患を抱える殺人犯を無罪にした人権派弁護士が何者かに
殺害される事件が発生。遺体のそばには稚拙な犯行声明文
が残され、捜査一課の渡瀬と古手川はカエル男の犯行を視
野に入れて捜査を進める。犯人に翻弄される刑事2人の物
語。■「迷わない心」のつくり方（稲盛和夫、サンマーク
出版）京セラ・KDDI の創設、JALの再建、著書累計が世
界2800万部に及ぶ実績を残した稲盛氏だが10代の頃は
うまくいかないことも多かった。稲盛氏が語った内容に『君
たちはどう生きるか』の羽賀先生のマンガとともに若い世
代にわかりやすく紹介する。■養老先生、がんになる（養
老孟司・中川恵一、エクスナレッジ）心筋梗塞から奇跡の
生還を遂げた養老孟司先生が、がんになった。2024年 5
月から抗がん剤治療、6月の建長寺虫供養、７～8月の虫
展開催に向けた準備をしながら再度の入院。教え子で自ら
もがんの東大病院放射線科医師の中川恵一氏が、養老先生
のがんについて述べる。■アップルはジョブズの「いたず
ら」から始まった（井口耕二、日経プレミアシリーズ）ジョブズやアップル
に関するたくさんの本の翻訳に関わった著者。合計して数年も、さまざまな
角度から見たジョブズ像に触れることで、ジョブズという複雑な人物の原点
から56歳で亡くなるまでの全体像をあぶり出したライフストーリー。ジョ
ブズが残した未来の遺産についても語る。■チムニーズ館の秘密（アガサ・
クリスティ、創元推理文庫）謎が謎を呼ぶアガサ・クリスティの冒険ミステリ。
王政復古で混乱するヘルツォスロヴァキア国。その石油利権を狙う各国代表
が、ロンドン郊外のチムニーズ館に集結していた。秘宝を狙う大泥棒までも
が入り乱れるなか、ついに殺人が発生。事件解決に乗り出したバトル警視以
下英米仏の探偵たちは、どんな結末にたどり着くのか。1925年発行。(山河藍)
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

曾
祖
母
の
魂
が
姉
に
憑
依
し
て
妹
に
頼
み
事
を
。
40
万
部
突
破
の
大
人
気
シ
リ
ー
ズ
が

完
結
。
マ
ン
ガ
で
京
セ
ラ
稲
盛
氏
の
講
演
を
紹
介
。
養
老
先
生
の
が
ん
治
療
。
翻
訳
家
に

よ
る
ジ
ョ
ブ
ス
の
人
生
。
新
訳
の
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ど
ん
よ
り
と
し
た
灰
色
の
空

と
街
並
に
、
白
い
雪
が
一
粒
。

気
が
つ
い
た
の
は
少
年
と
犬
で

し
た
。
少
年
は
「
雪
が
降
っ
て

い
る
！
」と
大
よ
ろ
こ
び
し
て
、

お
じ
い
さ
ん
や
他
の
大
人
に
話

し
ま
す
が
、
誰
も
取
り
合
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
。
雪
が
一
粒
か
ら

数
粒
に
な
っ
て
も
な
お
、
ラ
ジ

オ
も
テ
レ
ビ
も
「
雪
は
降
ら
な

い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
で

も
、
少
年
や
犬
、
そ
し
て
雪
自

身
も
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
降

り
は
じ
め
る
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
し
た
。
雪
は
空
を
、
地
面
を

舞
い
、
ど
ん
ど
ん
積
も
り
、
や

が
て
灰
色
だ
っ
た
街
並
を
す
っ

か
り
変
え
て
い
き
ま
す
。

　

１
９
３
５
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
・

ワ
ル
シ
ャ
ワ
生
ま
れ
の
児
童
書

作
家
、
ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
作
品
。
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

は
１
９
５
９
年
ア
メ
リ
カ
に
渡

り
、
２
年
間
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

絵
画
学
校
で
学
ん
だ
。
以
降
、

Ｎ
Ｙ
在
住
。
し
ん
し
ん
と
雪
が

積
も
り
ゆ
く
街
の
風
景
と
、
雪

を
愛
で
る
男
の
子
の
う
き
う
き

し
た
気
持
ち
を
可
愛
ら
し
い
挿

し
絵
と
と
も
に
描
い
た
名
作
絵

本
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
『
ゆ

き
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）。（
高
田
）

雪
が
降
り
積
も
る
情
景
を
描
い
た
名
作
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天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
最
澄

は
、法
華
経
を
教
義
と
し
て「
誰

で
も
平
等
に
成
仏
で
き
る
」
と

い
う
考
え
方
を
大
切
に
し
、
仏

の
教
え
の
根
本
は
一
つ
で
あ
る

と
い
う
「
法
華
一
乗
＝
全
て
の

仏
教
は
大
乗
の
悟
り
に
至
る
た

め
」
の
思
想
を
展
開
し
た
。
法

華
経
の
「
薬
草
喩
品
第
五
」
に

三
草
二
木
の
喩
え
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
草
木

(

衆
生
を
さ
す)

が
生
い
茂
っ

て
い
る
森
林(

世
の
中)

に
、

雨
は
平
等
に
あ
ま
ね
く
降
り
そ

そ
ぐ
と
い
う
一
乗
の
教
え
だ
。

そ
し
て
草
木
は
み
な
そ
れ
ぞ
れ

の
大
き
さ(

今
世
で
授
か
っ
た

己
の
器)

に
し
た
が
っ
て
潤
い

共
存
共
栄
し
生
長
し
て
い
く
。

す
な
わ
ち
成
仏
と
は
、
世
の
中

の
真
理(

自
分
が
存
在
し
て
い

る
境
遇)

に
目
覚
め
、
真
実
を

見
抜
く
洞
察
力
を
磨
き
、
今
世

で
の
己
の
器
を
理
解
し
て
最
大

限
に
そ
れ
を
活
用
し
前
向
き
に

生
き
て
い
く
た
め
の
智
慧
を
だ

す
こ
と
。ち
な
み
に
大
乗
と
は
、

多
く
の
者
が
一
緒
に
目
的
地
に

到
達
す
る
乗
り
物
を
さ
す
。
ま

た
、
テ
ー
ブ
ル
上
の
ご
馳
走
を

皆
ん
な
で
頂
き
喜
び
を
シ
ェ
ア

す
る
大
欲
の
こ
と
だ
。

　
「
提
婆
達
多
品(

ダ
イ
バ
ダ

ッ
タ
ホ
ン)

第
十
二
」
に
て
、

女
の
性
は
成
仏
が
難
し
い
と
さ

れ
る
な
か
、
娑
伽
羅
龍
王
の
第

三
女
龍
女
が
お
釈
迦
さ
ま
に
如

意
宝
珠
を
奉
納
し
た
こ
と
に
よ

り
悟
り
が
ひ
ら
け(

六
道
の
解

脱)

が
で
き
た
。
龍
神
様
が
も

つ
如
意
宝
珠
に
は
天
界(

物
質

世
界)

に
お
い
て
絶
対
無
二
の

効
力
が
あ
る
要
素
が
含
ま
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
菩
薩
界
の
地

蔵
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
薩
、
如
意

輪
観
音
、
吉
祥
天
な
ど
が
手
に

持
つ
如
意
宝
珠
の
意
味
合
い
は

も
っ
と
精
神
的
な
要
素
が
大
き

く
、
お
寺
や
舎
利
塔
の
屋
根
に

宝
珠
の
飾
り
を
取
り
付
け
た

り
、
橋
の
欄
干
の
親
柱
に
「
擬

宝
珠(

ぎ
ぼ
し)

」
が
つ
け
ら

れ
る
の
は
病
を
治
し
た
り
災
い

を
退
け
る
力

な
ど
に
な

る
。

　

と
こ
ろ

で
、
昇
龍
は

運
気
上
昇
、

降
龍
は
幸
福

を
届
け
る
と
い
う
全
て
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
源
。
陰
陽
五
行(
木
・

火
・
土
・
金
・
水
の
5
元
素)

説
の
思
想
に
よ
る
と
、
青
龍
は

「
木
」
に
あ
た
り
東
方
を
守
護
。

仕
事
運
・
勝
負
運
を
高
め
、
商

売
繁
盛
。
赤
龍
は
「
火
」
に
あ

た
り
南
方
を
守
護
。
意
欲
・
勝

負
運
が
高
ま
る
。
金
龍
は
「
土
」

に
あ
た
り
中
央
を
守
護
。
五
穀

豊
穣
の
神
で
金
運
・
財
運
を
高

め
る
。
白
龍
は
「
金
」
に
あ
た

り
西
方
を
守
護
。
精
神
面
・
物

質
面
か
ら
金
運
・
仕
事
運
・
結

婚
運
を
高
め
る
。
黒
龍
は
「
水
」

に
あ
た
り
北
方
を
守
護
。
人
間

関
係
を
守
り
健
康
運
を
高
め
る
。

　

さ
て
、
龍
は
王
朝
時
代
、
東

ア
ジ
ア
に
て
最
高
位
の
象
徴
王

に
与
え
ら
れ
、
一
般
的
に
男
性

が
女
性
に
求
愛
す
る
と
き
簪

か
ん
ざ
し)

を
あ
げ
る
風
習
が

あ
っ
た
が
、
当
時
、
王
后
に
贈

ら
れ
た
宝
珠
の
血
赤
珊
瑚(

幸

福
・
長
寿
の
意
味)

を
く
わ
え

る
龍(
純
金
七
宝
仕
上
げ)

の

簪
は
特
別
な
逸
品
と
な
る
。　

津
延
美
衣(

つ

の
べ
み
え)

Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ)
鑑
定

資
格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・

食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/ 
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縁
起
物
と
宝
石
「
龍
と
如
意

宝
珠
（
如
意
宝
珠
）」
４

龍の簪（血赤珊瑚の如意宝珠）

 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
12
年
、

シ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
歴
は
ち
ょ

う
ど
30
年
に
な
る
。
20
代
は
女

子
美
術
大
学
卒
業
後
、
靴
の
デ

ザ
イ
ン
事
務
所
に
就
職
、
会
社

の
仕
事
を
半
分
持
っ
て
い
く
形

で
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ア
と

ス
ペ
イ
ン
の
ア
リ
カ
ン
テ
に
通

算
5
年
半
、
ブ
ル
ー
ノ
マ
リ
ー

な
ど
老
舗
靴
職
人
の
家
に
住
み

込
ん
で
靴
の
デ
ザ
イ
ン
や
作
り

の
修
行
を
し
た
。
そ
の
後
日
本

へ
帰
国
。
日
本
で
シ
ュ
ー
ズ
ブ

ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
数
社
と
仕
事
を

し
、
一
時
は
日
本
の
大
手
百
貨

店
な
ど
に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
靴
が
並
ん
だ
。
東
京
で

米
国
人
男
性
と
結
婚
し
て
子
育

て
に
専
念
、
２
人
目
の
出
産
を

機
に
12
年
前
に
Ｎ
Ｙ
へ
家
族
と

移
住
し
た
。
昨
年
ま
で
10
年
間

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
シ
ュ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
勤
務
し
な
が

ら
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
で
奮

闘
の
毎
日
を
送
っ
た
。
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
自
宅
か
ら
、
最
初
の

頃
は
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
マ

マ
チ
ャ
リ
に
小
さ
な
子
供
２
人

を
乗
せ
て
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
を

渡
り
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
に
子
供
を

預
け
て
分
刻
み
で
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
働
く
多

忙
な
毎
日
だ
っ
た
。
そ
ん
な
生

活
の
な
か
で
か
つ
て
自
分
が
生

み
出
し
た
数
々
の
ブ
ラ
ン
ド
が

さ
さ
や
く
。
自
分
の
つ
く
り
た

い
靴
は
こ
れ
だ
ろ
う
か
。「
走

れ
る
く
ら
い
履
き
心
地
が
良
く

て
、
お
し
ゃ
れ
な
靴
を
作
り
た

い
」。
シ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と

し
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
感
じ
て

立
ち
上
げ
た
の
が
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ス
ニ
ー
カ
ー
ブ
ラ
ン
ド

『Circle3.nyc

』
だ
。
銀
座
の

靴
の
老
舗
、
ワ
シ
ン
ト
ン
靴
店

の
３
代
目
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
創

立
者
の
祖
父
達
へ
の
尊
敬
と
感

謝
を
込
め
て
、
家
族
の
家
紋
丸

三
を
英
語
に
し
た
も
の
だ
。
三

姉
妹
の
真
ん
中
。
子
供
の
頃
は

銀
座
の
本
社
最
上
階
の
祖
父
の

部
屋
を
訪
ね
、
近
く
で
末
広
ラ

ン
チ
を
食
べ
た
あ
と
不
二
家
で

パ
フ
ェ
を
食
べ
て
好
き
な
靴
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
う
数
か

月
に
１
度
の
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん

デ
ー
ト
」
の
日
が
楽
し
み
だ
っ

た
と
い
う
。
現
在
、
靴
の
生
産

を
ス
ペ
イ
ン
か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
に
移
し
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
な
ど
を
新

規
一
転
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を
再
起

動
さ
せ
た
。
貴
子
さ
ん
の
デ
ザ

イ
ン
す
る
靴
は
、
ア
ッ
パ
ー
は

革
や
エ
ナ
メ
ル
な
ど
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
仕
込
み
の
高
級

素
材
に
「
オ
ー
ル
ド
ス
ク
ー
ル

の
ラ
バ
ー
ソ
ー
ル
（
ゴ
ム
底
）」

を
つ
け
た
靴
寄
り
の
ス
ニ
ー
カ

ー
で
、貴
子
さ
ん
は
こ
れ
を「
モ

ア
・
ザ
ン
・
ス
ニ
ー
カ
ー
」
と

呼
ぶ
。
色
彩
も
色
系
を
大
切
に

し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。「
靴

を
通
じ
て
一
人
で
も
多
く
の
人

を
笑
顔
に
し
た
い
で
す
。
渡
辺

直
美
さ
ん
な
ん
か
に
履
い
て
も

ら
っ
た
ら
ピ
ッ
タ
リ
な
ん
で
す

け
ど
ね
〜
」
と
明
る
く
笑
顔
で

語
っ
た
。

   （
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

３
代
目
は
Ｎ
Ｙ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ニ
ー
カ
ー

www.circle3.nyc

靴デザイナー

ピロ貴子さん

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
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We, New York Seikatsu Press, Inc. 
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
８

日
、「
書
き
初
め
会
」
を
実
施

し
た
。
春
の
海
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流

れ
る
な
か
、
２
学
期
ま
で
に
練

習
し
た
各
学
年
の
課
題
を
、
手

本
を
見
な
が
ら
集
中
し
て
丁
寧

に
書
い
た
。
会
の
最
後
に
は
、

「
広
が
る
ゆ
め
」「
進
む
勇
気
」」

「
不
言
実
行
」「
新
た
な
目
標
」

「
旅
立
ち
の
春
」
な
ど
の
各
学

年
の
課
題
に
つ
い
て
、
今
年
の

抱
負
を
一
人
ず
つ
発
表
し
た
。

新
た
な
年
の
始
ま
り
に
、
決
意

を
新
た
に
令
和
７
年
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

NJ日本人学校

令和7年書初め会

帰
国
生
の
中
学
受
験

成
功
者
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
田畑康・著

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
２
日

と
３
日
、
全
校
で
新
年
の
恒
例

行
事
「
書
き
初
め
大
会
」
を
実

施
し
た
。
12
月
か
ら
国
語
の
書

写
の
時
間
で
練
習
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
１
・
２
年
生
は
教

室
で
硬
筆
を
、
初
等
部
３
年
か

ら
６
年
生
は
楷
書
、
中
等
部
７

年
か
ら
９
年
は
行
書
の
毛
筆
の

作
品
づ
く
り
を
体
育
館
で
行
っ

た
。
静
寂
な
空
気
の
中
、
ど
の

学
年
も
一
画
一
画
丁
寧
に
書
こ

う
と
集
中
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

真
剣
に
作
品
作
り
に
取
り
組
む

姿
が
大
変
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
教
室

前
の
廊
下
に
掲
示
さ
れ
、
厳
正

な
る
審
査
の
上
、
受
賞
作
品
が

決
定
し
た
。
休
み
時
間
は
廊
下

で
作
品
を
鑑
賞
し
、
賞
に
選
ば

れ
た
作
品
だ
け
で
な
く
、
友
達

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
い

る
姿
も
見
ら
れ
た
。

一意専心
NY日本人学校で
新年書初め大会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン

な
ど
で
帰
国
生
、
海
外
生
、
イ

ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
な
ど

へ
の
英
語
・
国
語
指
導
歴
20
年

以
上
で
、
自
身
も
帰
国
生
だ
っ

た
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
田

畑
康
さ
ん
が
『
国
語
と
英
語
同

時
並
行
で
進
め
る
と
世
界
が
広

が
る
本
』
を
出
版
し
た
。
元
早

稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
校

長
を
務
め
た
同
氏
は
、
受
験
の

成
功
者
た
ち
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン

を
分
析
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
た

受
験
方
法
と
戦
略
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
。
具
体
的
内
容
は

「
英
検
２
級
以
上
を
持
つ
小
学

生
」
の
中
学
受
験
に
つ
い
て
悩

む
保
護
者
向
け
に
書
き
始
め
た

ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
「
帰
国
子
女

の
保
護
者
を
静
か
に
応
援
す
る

元
塾
講
師
・
田
畑
康
の
ブ
ロ
グ
」

の
記
事
を
ベ
ー
ス
に
加
筆
し
た

も
の
だ
。

　

渋
幕
中
の
英
語
と
東
大
の
英

語
、
英
検
１
級
の
小
学
生
は
何

語
で
考
え
る
？ 

母
語
教
育
の

重
要
性
な
ど
、
海
外
在
住
保
護

者
に
と
っ
て
興
味
を
引
く
目
次

が
並
ぶ
。
日
本
で
は
教
育
改
革

の
一
部
と
し
て
、
２
０
０
２

年
度
に
小
学
校
で
英
語
活
動

が
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
一
部
と
し
て
導
入
さ
れ
て

以
来
、
英
語
は
段
階
的
に
正

式
科
目
へ
の
道
を
歩
み
始
め
、

２
０
２
０
年
に
小
学
５
、６
年

生
の
外
国
語
科
目
と
な
っ
た
。

本
書
で
は
現
段
階
で
の
早
期
の

英
語
教
育
に
は
批
判
的
な
意
見

も
述
べ
る
が
、
英
語
が
好
き
な

子
供
に
は
ど
ん
ど
ん
英
語
を
習

わ
せ
ま
し
ょ
う
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
論
旨
を
展
開
、
単
に
受
験

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
は

な
く
、
言
葉
を
通
じ
て
広
が
る

世
界
の
魅
力
、
そ
の
土
台
と
な

る
母
語
の
大
切
さ
を
語
る
。
キ

ン
ド
ル
版
電
子
書
籍
ま
た
は
ペ

ー
パ
ー
バ
ッ
ク（
１
２
１
０
円
）

amazon.co.jp 

で
販
売
中
。

http://www.seido.com
http://ze-edu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://jp.lyceumkennedy.org/
https://www.jhls.org/
https://miray109.com/
amazon.co.jp
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
4

日
、
保
護
者
会
主
催
に
よ
る
恒

例
の
「
餅
つ
き
大
会
」
を
開
催

し
た
。
会
場
は
門
松
や
鏡
餅
、

正
月
飾
り
で
美
し
く
彩
ら
れ
、

伝
統
的
な
正
月
音
楽
が
雰
囲
気

を
引
き
立
て
た
。イ
ベ
ン
ト
は
、

赤
い
法
被
を
ま
と
っ
た
幼
児
部

の
子
ど
も
た
ち
の
入
場
で
幕
を

開
け
た
。
子
ど
も
た
ち
は
餅
が

で
き
る
ま
で
の
工
程
を
写
真
付

き
で
学
び
、
先
生
に
よ
る
正
月

の
手
遊
び
も
披
露
さ
れ
た
。
餅

つ
き
が
始
ま
る
と
、
幼
児
た
ち

は
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
先

生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

２
人
一
組
で
杵
を
振
り
、
和
太

鼓
の
リ
ズ
ム
と「
よ
い
し
ょ
！
」

と
い
う
掛
け
声
が
会
場
中
に
響

き
渡
っ
た
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
磯
部
、
き

な
粉
、
あ
ん
こ
の
3
種
類
。
あ

ち
こ
ち
か
ら
「
お
い
し
い
！
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
。
幼
・

初
等
部
の
全
児
童
が
順
に
餅
つ

き
に
参
加
し
、
高
学
年
に
な
る

と
力
強
く
餅
を
つ
く
姿
が
み
ら

れ
た
。
今
年
は
ラ
イ
ス
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
も

ち
米
の
寄
付
を
受
け
、
保
護
者

か
ら
「
今
年
の
お
餅
は
格
別
で

す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か

れ
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
中

高
等
部
の
生
徒
会
主
催
の
バ
ザ

ー
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
バ
ザ

ー
に
は
各
家
庭
か
ら
提
供
さ
れ

た
本
や
服
、
文
房
具
、
玩
具
、

手
作
り
お
菓
子
な
ど
の
商
品
が

並
ん
だ
。
児
童
生
徒
た
ち
は
、

持
参
し
た
お
小
遣
い
を
握
り
し

め
な
が
ら
陳
列
さ
れ
た
商
品
を

真
剣
に
選
び
、
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
。
生
徒
会
に
よ
る
と
、
今

年
初
め
て
試
み
た
福
袋
が
好
評

を
博
し
、
売
上
目
標
金
額
の
達

成
に
貢
献
し
た
と
い
う
。
バ
ザ

ー
終
了
後
、
生
徒
と
保
護
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
生
徒
会

長
か
ら
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ

た
。
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
能

登
半
島
地
震
・
豪
雨
災
害
の
被

災
地
に
全
額
寄
付
さ
れ
る
。

NY補習授業校LI校

恒例の「餅つき大会」
バザーも大盛況

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
7

日
、
3
学
期
の
始
業
式
を
行
っ

た
。
櫻
井
校
長
は
3
学
期
に
向

け
て
、
今
年
も
児
童
生
徒
た
ち

が
充
実
し
た
学
び
を
得
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
た
話
を
英
語
で
行

っ
た
。
そ
の
後
、
各
学
年
代
表

が
3
学
期
に
が
ん
ば
り
た
い
こ

と
に
つ
い
て
発
表
し
、
目
標
や

新
年
の
抱
負
を
語
っ
た
。
中
に

は
「
進
路
に
向
け
て
の
学
び
を

頑
張
り
た
い
」
や
「
掛
け
算
の

ス
キ
ル
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
た

い
」、「
苦
手
な
英
語
の
発
音
を

克
服
し
た
い
」
な
ど
の
意
欲
的

な
目
標
が
聞
か
れ
た
。
児
童
生

徒
た
ち
は
代
表
の
発
表
を
真
剣

に
聞
き
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
た
。
最
後
に
み
ん
な
で

大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
い
、
始

業
式
は
終
了
し
た
。
新
し
い
年

の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
、
希

望
に
満
ち
た
式
だ
っ
た
。

NJ日本人学校で

3学期始業式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
７

日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
年
の
行
事「
百
人
一
首
大
会
」

を
実
施
し
た
。
体
育
館
に
６
〜

９
年
生
が
一
堂
に
会
し
、
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
国

語
の
授
業
で
の
練
習
は
も
ち
ろ

ん
、
休
み
時
間
、
冬
休
み
等
で

主
体
的
に
特
訓
す
る
児
童
生
徒

も
多
か
っ
た
。「
決
ま
り
字
を

覚
え
て
速
く
札
を
取
れ
る
よ
う

に
し
よ
う
」「
こ
の
歌
は
好
き

だ
か
ら
絶
対
に
と
る
」
な
ど
、

各
自
で
目
標
を
も
っ
て
取
り
組

み
、
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

大
会
で
は
「
横
綱
」「
大
関
」

「
関
脇
」「
小
結
」
の
学
年
混
合

９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
練
習

の
成
果
を
競
い
合
っ
た
。「
ち

は
や
ふ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田

川
…
」
の
一
文
字
目
が
読
ま
れ

る
や
否
や
、
そ
の
札
に
一
斉
に

と
び
か
か
る
場
面
も
あ
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

ま
た
、
英
語
科
の
ア
メ
リ
カ
人

教
師
も
読
み
手
と
し
て
参
加

し
、
日
本
の
伝
統
文
化
と
日
本

語
の
響
き
の
美
し
さ
を
、
児
童

生
徒
と
と
も
に
共
有
し
た
。

百
人
一
首
大
会
を
実
施

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

https://japaneseschool.org
https://starchildny.com/
http://www.kodomony.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. 
　Attn: SYUJI
　71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール
　nyseikatsu.syuji@gmail.com

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
一
般

D
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今
、
世
界
で
起
き
て
い
る

社
会
問
題
の
中
で
、
僕
が
一

番
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の

は
貧
困
で
す
。
理
由
は
、
現

地
校
で
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
と
貧
困
の
関
連
性
に
興

味
を
持
っ
た
た
め
で
す
。
ま

た
、
日
本
で
は
ホ
ー
ム
レ
ス

を
目
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
な
ど
で
頻
繁
に
見
か
け
た

こ
と
で
も
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
特
に
黒
人
と
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
が
多
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
黒
人
と
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
多

い
理
由
を
自
分
な
り
に
考
え

た
の
で
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

    

　

ま
ず
黒
人
に
つ
い
て
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
イ
ギ
リ
ス
か

ら
独
立
す
る
前
か
ら
奴
隷
制

が
行
わ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
が
18
世
紀
後
半
に
独
立
し

た
あ
と
も
、
奴
隷
制
は
ア
メ

リ
カ
の
発
展
の
た
め
に
重
要

な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

奴
隷
と
し
て
連
れ
て
こ
ら
れ

た
黒
人
た
ち
は
ひ
ど
い
人
種

差
別
を
受
け
、
19
世
紀
後
半

の
奴
隷
解
放
後
も
、
制
度
的

な
人
種
差
別
が
黒
人
を
苦
し

め
ま
し
た
。
こ
の
黒
人
が
長

年
受
け
続
け
て
き
た
数
多
の

人
種
差
別
の
内
の
一
つ
は
、

黒
人
に
質
の
高
い
教
育
を
受

　

わ
た
し
は
、
今
年
の
夏
初

め
て
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
い
と
こ

と
弟
と
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
行
き
ま
し
た
。
キ
ッ
ザ

ニ
ア
で
は
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
体

け
ん
が
で
き
、
終
わ
る
と
キ

ッ
ゾ
と
い
う
キ
ッ
ザ
ニ
ア
の

お
金
が
も
ら
え
ま
す
。
キ
ッ

ゾ
を
た
め
る
と
子
ど
も
だ
け

が
入
れ
る
お
店
で
ぬ
い
ぐ
る

み
や
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
物
が

こ
う
か
ん
で
き
ま
す
。

　

朝
六
時
か
ら
お
母
さ
ん
が

先
に
行
っ
て
な
ら
び
、
わ
た

し
と
弟
は
い
と
こ
と
お
ば
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
あ
と
か
ら

行
き
ま
し
た
。
キ
ッ
ザ
ニ
ア

に
つ
く
と
す
ぐ
に
入
れ
ま
し

た
。
ま
ず
、
は
ん
こ
や
さ
ん

に
行
き
ま
し
た
。

　

は
ん
こ
や
さ
ん
は
と
て
も

人
気
が
あ
っ
て
、
一
番
さ
い

し
ょ
に
行
っ
た
け
れ
ど
、
も

う
三
人
い
た
の
で
、
わ
た
し

と
弟
と
い
と
こ
で
い
っ
し
ょ

に
二
番
目
の
会
で
や
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
茶
色
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
き
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
じ
み
で

と
て
も
く
さ
か
っ
た
の
で
、

も
う
き
た
く
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
は
ん
こ
や
さ
ん
で
は

自
分
の
名
前
を
手
書
き
で
か

い
て
、
は
ん
こ
に
し
て
く
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
名
前
を
ロ
ー

マ
字
で
書
き
ま
し
た
。
理
由

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

一
番
は
ア
メ
リ
カ
で
も
使
え

る
か
ら
で
す
。
さ
い
ご
に
と

っ
て
の
色
を
選
び
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
色
が
あ
り
、
き

め
る
の
が
と
て
も
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
わ
た
し
は
い

と
こ
と
同
じ
で
、
う
す
い
ピ

ン
ク
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
で

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
作
る
体
け

ん
を
し
ま
し
た
。
ソ
ー
ス
が

服
に
つ
い
た
り
、
花
や
さ
ん
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「
移
民
と
貧
困
層
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
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学
校
中
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大
久
保　

智
敦

　

昨
年
の
高
二
の
売
り
上
げ

目
標
を
上
回
り
過
去
最
高
額

の
売
り
上
げ
を
達
成
で
き
た

今
年
の
の
み
の
市
。
達
成
感

と
満
足
感
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

だ
。
何
よ
り
、
自
分
た
ち
の

手
で
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
を
作

り
上
げ
た
こ
と
が
何
に
も
代

え
が
た
い
誇
り
と
な
っ
た
。

　

小
一
の
頃
か
ら
、
僕
は
毎

年
の
み
の
市
を
楽
し
み
に
し

て
き
た
。
ブ
ー
ス
を
回
り
、

高
校
生
た
ち
が
忙
し
く
働
い

て
い
る
姿
を
遠
く
か
ら
見
た

り
す
る
の
が
、
子
ど
も
心
に

と
て
も
輝
い
て
見
え
た
。
あ

の
頃
の
僕
に
と
っ
て
、
高
校

二
年
生
は
大
人
の
よ
う
な
存

在
で
、
手
の
届
か
な
い
憧
れ

だ
っ
た
。
そ
の
高
校
生
た
ち

が
「
自
分
た
ち
の
力
で
イ
ベ

ン
ト
を
作
っ
て
い
る
」
と
思

う
と
、
彼
ら
が
一
層
大
き
く

見
え
た
も
の
だ
。
し
か
し
、

気
づ
け
ば
そ
の
憧
れ
の
存
在

が
「
僕
自
身
」
に
な
っ
て
い
た
。

「
あ
ん
な
に
大
き
く
見
え
た
高

二
が
僕
に
な
っ
た
の
か
」
と

思
う
と
、
時
の
流
れ
の
速
さ

に
驚
か
さ
れ
る
。
十
年
以
上

に
わ
た
っ
て
見
守
っ
て
き
た

舞
台
で
、
自
分
が
中
心
と
な
っ

て
動
き
回
る
日
が
来
る
な
ん

て
、
夢
の
よ
う
だ
。

　

今
年
の
準
備
は
大
変
だ
っ

た
が
、
そ
の
分
や
り
が
い
も

大
き
か
っ
た
。
特
に
ク
レ
ー

プ
販
売
の
準
備
は
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
だ
。
前
日
の
夜
、

友
達
の
家
に
集
ま
り
、
三
百

枚
も
の
ク
レ
ー
プ
を
焼
き
上

げ
た
。
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
を

囲
み
、
手
分
け
し
て
生
地
を

焼
き
、
山
の
よ
う
な
ク
レ
ー

プ
が
次
々
と
積
み
上
が
っ
て

い
く
。
失
敗
し
た
り
、
ふ
ざ

け
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
時

間
は
特
別
だ
っ
た
。「
こ
の
メ

ン
バ
ー
で
や
り
遂
げ
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
、
よ
り
一

層
絆
を
深
め
て
く
れ
た
。

　

当
日
、
僕
た
ち
の
ブ
ー
ス

に
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

が
訪
れ
た
。
小
さ
い
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
の
方
々
が
、

ク
レ
ー
プ
を
手
に
笑
顔
を
浮

か
べ
て
い
る
姿
を
見
る
た
び

に
、「
こ
の
日
の
た
め
に
準
備

し
て
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら

思
え
た
。
売
上
が
昨
年
を
超

え
た
こ
と
を
知
っ
た
瞬
間
、

全
員
で
喜
び
合
っ
た
あ
の
光

景
は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
。

　
「
憧
れ
の
存
在
」
だ
っ
た
高

二
が
、
今
で
は
僕
自
身
。
あ

の
頃
憧
れ
た
よ
う
に
、
今
度

は
僕
た
ち
が
小
さ
い
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
「
輝
い
て
見

え
る
存
在
」
で
あ
れ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
う
思
う
と
、
少

し
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
も
な

る
。
補
習
校
最
後
の
の
み
の

市
は
、
た
だ
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、
自
分
の
成
長
を
実

感
し
、
仲
間
と
の
絆
を
深
め

る
大
切
な
経
験
と
な
っ
た
。

こ
の
一
日
を
胸
に
刻
み
な
が

ら
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進

ん
で
い
き
た
い
。　

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
17
年
）

け
さ
せ
る
こ
と
を
阻
み
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
今
で
も

人
種
間
の
教
育
格
差
が
存
在

し
、
そ
れ
が
貧
困
率
と
も
関

係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。  

　

次
に
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
に
つ

い
て
で
す
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
と

は
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
ラ
テ

ン
系
ア
メ
リ
カ
人
の
こ
と
で

す
。
貧
困
層
に
な
る
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
の
多
く
は
、
国
境
を

歩
い
て
渡
っ
た
不
法
移
民
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ
の

よ
う
な
不
法
移
民
に
対
し
て

の
意
見
が
二
分
し
て
い
ま
す
。

共
和
党
は
不
法
移
民
の
流
入

を
阻
止
す
る
政
策
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
は
、
不
法
移
民
が
主
に

入
っ
て
く
る
メ
キ
シ
コ
と
ア

メ
リ
カ
の
国
境
の
間
に
巨
大

な
壁
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
民

主
党
は
不
法
移
民
が
入
っ
て

く
る
の
を
あ
ら
か
た
よ
し
と

し
て
い
ま
す
。
バ
イ
デ
ン
大

統
領
は
、
不
法
移
民
に
救
済

措
置
を
施
そ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
不
法
移
民
は
、

低
賃
金
で
働
い
て
い
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
し
て
、
不

法
移
民
の
人
は
、
社
会
保
障

が
ほ
と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い

た
め
、
よ
り
生
活
が
困
難
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
で
は
一
時
的
な
住
居
支

援
や
公
営
住
宅
の
制
度
が
存

在
し
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
が
深

刻
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
か
ら
バ
イ
デ
ン
政
権
に

な
っ
て
、
中
南
米
か
ら
の
移

民
が
急
増
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
と
連
動
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
貧
困
層
が
増
え
て
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。     

　

日
本
は
、
歴
史
的
に
鎖
国

な
ど
の
政
策
や
地
理
的
な
条

件
に
よ
り
、
移
民
を
ほ
と
ん

ど
受
け
入
れ
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
も
日
本
の
総
人

口
に
お
け
る
外
国
人
の
割
合
は

２
０
２
４
年
時
点
で
約
２
・　

４
％
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
、
昔
も
今
も
日
本
は
単
一

民
族
国
家
で
あ
り
、所
得
格
差
、

教
育
機
会
の
格
差
、
社
会
保

障
の
格
差
が
少
な
い
こ
と
が
、

ホ
ー
ム
レ
ス
な
ど
の
貧
困
層
が

少
な
い
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

   

日
本
の
少
子
高
齢
化
対
策
と

し
て
、
移
民
受
け
入
れ
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
移

民
の
貧
困
化
リ
ス
ク
や
治
安
悪

化
の
可
能
性
な
ど
の
新
た
な
社

会
問
題
の
発
生
な
ど
の
懸
念
も

あ
り
ま
す
。
な
の
で
、
移
民
政

策
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。  

　
　

   　
（
滞
米
２
年
３
か
月
）

「キッザニア」
　　　ニュージャージー補習授業校小４

　　　　　　　　　　　村重　志歩

「
補
習
校
最
後
の
の
み
の
市
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
木　

太
一
修

　

ぼ
く
が
か
よ
っ
て
い
る
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
で
絵
画
教

し
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
、「
ゆ
め
の
バ
ス
」
だ
っ

た
の
で
、
ぼ
く
は
「
う
ち
ゅ

う
ま
で
と
ん
で
い
け
る
バ
ス
」

を
か
き
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
を
か
い
た
り
ゆ

う
は
、
い
ろ
い
ろ
な
星
を
見

た
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

う
ち
ゅ
う
人
と
友
だ
ち
に
な

っ
て
、
U
F
O
に
の
っ
て
み

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

バ
ス
に
羽
と
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
れ

が
あ
れ
ば
、
ひ
行
き
み
た
い

に
高
く
と
ん
で
ま
っ
す
ぐ
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
も
つ
け

ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

う
ち
ゅ
う
の
ど
こ
に
い
る
か

分
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。
ち
き
ゅ
う
に
い
る
人
と

電
話
も
か
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

友
だ
ち
に
な
っ
た
う
ち
ゅ

う
人
は
十
二
人
ま
で
す
わ
れ

ま
す
。
ぼ
く
が
バ
ス
を
う
ん

て
ん
す
る
時
は
、
う
ち
ゅ
う

ふ
く
を
き
て
ゆ
っ
く
り
す
す

み
ま
す
。
う
ち
ゅ
う
人
と
い

っ
し
ょ
に
星
を
見
た
ら
、
楽

し
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
７
年
８
か
月
）

　
　
　

で
き
れ
い
な
花
の
パ
フ
ェ
を

作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
と
て

も
楽
し
く
て
、
も
う
一
回
や

り
た
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
あ
と
、
は
ん
こ
や
さ

ん
に
行
っ
て
わ
た
し
の
は
ん

こ
を
も
ら
う
と
係
の
人
に
、

「
字
が
き
れ
い
だ
ね
。」
と
言

わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
こ
う
水
を
作
る

と
こ
ろ
に
い
と
こ
と
い
っ
し

ょ
に
行
き
ま
し
た
。
こ
う
水

を
作
る
前
に
オ
レ
ン
ジ
や
シ

ナ
モ
ン
や
葉
っ
ぱ
な
ど
の
に

お
い
を
か
ぎ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
う
水
作
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
う
水
を
作
る
に
お
い
が

六
こ
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
三

つ
選
ん
で
作
り
ま
す
。
花
、

オ
レ
ン
ジ
、
ベ
リ
ー
、
木
、

ス
イ
ー
ツ
と
く
だ
物
の
に
お

い
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
花
と
ス
イ
ー
ツ
と
く
だ

物
の
に
お
い
を
選
び
ま
し
た
。

に
お
い
を
選
ん
だ
ら
、
細
長

い
こ
う
水
を
入
れ
る
ケ
ー
ス

を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中

に
選
ん
だ
こ
う
水
を
五
て
き

ず
つ
入
れ
て
、
ま
ぜ
た
ら
こ

う
水
が
か
ん
せ
い
し
ま
し
た
。

か
い
で
み
る
と
、
思
っ
て
い

た
に
お
い
よ
り
く
さ
か
っ
た

で
す
。

　

帰
る
時
に
、
子
ど
も
だ
け

入
れ
る
お
店
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
バ
ッ
ク
や
タ
オ

ル
や
か
わ
い
い
ハ
ン
カ
チ
の

セ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

お
店
の
物
の
中
で
わ
た
し
が

一
番
好
き
だ
っ
た
の
が
、
コ

ア
ラ
の
タ
オ
ル
で
し
た
。
で

す
が
コ
ア
ラ
の
タ
オ
ル
は
千

キ
ッ
ゾ
で
わ
た
し
は
二
十
五

キ
ッ
ゾ
し
か
な
か
っ
た
の
で

買
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
た
し
は
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に

行
っ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

わ
た
し
は
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で

い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
い
つ
か
、

ま
た
キ
ッ
ザ
ニ
ア
に
行
っ
て

わ
た
し
が
し
な
か
っ
た
ち
が

う
し
ょ
く
ぎ
ょ
う
を
体
け
ん

し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
６
年
）

「
ロ
ケ
ッ
ト
バ
ス
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　
　
　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

こ
う
き

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
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Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
の
歴
史
漂
う
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル
　

ハ
ー
レ
ム
が
生
ん
だ
偉
大
な
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

一
人
、
デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
。
ヒ
ッ
ト
曲
「
Ａ
列
車
で
行

こ
う
」
は
地
下
鉄
の
Ａ
線
と
ハ
ー
レ
ム
に
つ
い
て
の
曲
で
あ
る

こ
と
は
有
名
だ
が
、
彼
自
身
も
ハ
ー
レ
ム
を
愛
し
、
セ
イ
ン
ト
・

ニ
コ
ラ
ス
・
ア
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
沿
い
、
１
５
５
丁
目
に
あ
る
瀟
洒

な
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

１
９
２
０
年
か
ら
１
９
４
０
年
代
に
迎
え
た
ジ
ャ
ズ
黄
金
期

に
「
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル
」
と
呼
ば
れ
、
人
々
に
愛
さ
れ
た
こ
の
エ

リ
ア
。
そ
の
後
ア
メ
リ

カ
を
襲
っ
た
不
景
気
が

ハ
ー
レ
ム
を
不
穏
な
エ

リ
ア
に
変
え
て
し
ま
う
。

か
つ
て
通
り
に
点
在
し

た
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
は
現

在
殆
ど
閉
店
し
て
し
ま

っ
た
。
だ
が
当
時
の
栄

華
を
匂
わ
せ
る
上
質
の

ブ
ラ
ウ
ン
ス
ト
ー
ン
は

今
も
健
在
だ
。
エ
リ
ア

も
住
宅
地
と
し
て
の
穏

や
か
さ
を
再
び
持
ち
始

め
、
手
頃
な
家
賃
と
利

便
性
を
理
由
に
人
気
が

再
燃
し
つ
つ
あ
る
。

　

デ
ュ
ー
ク
・
エ
リ
ン
ト
ン
の
住
居
の
斜
向
い
に
位
置
す
る
ブ

ラ
ウ
ン
・
ス
ト
ー
ン
。
壁
一
面
の
ベ
イ
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
と
広
々

と
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
印
象
的
な
こ
の
ス
タ
ジ
オ
。
天
井
も
高

く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
た
っ
ぷ
り
残
し
た
趣
の
あ

る
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

セ
ン
ト
・
ニ
コ
ラ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
、
１
５
５
丁
目
の

ス
タ
ジ
オ
、
１
８
２
４
ド
ル
で
レ
ン
ト
ス
タ
ビ
ラ
イ
ズ
ド
（
安

定
家
賃
）。
大
き
な
ラ
ン
ド
リ
ー
も
す
ぐ
側
に
あ
る
。
手
数
料
あ

り
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
４
５
６
・
７
０
９
８
、

Ｅ
メ
ー
ルhiroshi@livingNY.com 

キ
シ
ロ
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ビ
ン
グ
Ｎ
Ｙ
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
10
日
、

最
大
４
０
０
０
人
を
収
容
し
、

近
隣
の
住
宅
街
か
ら
生
活
の
質

や
犯
罪
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
最

大
の
避
難
所
の
ひ
と
つ
を
閉
鎖

す
る
な
ど
、
移
民
用
ベ
ッ
ド

１
万
床
を
削
減
す
る
計
画
を
発

表
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に

到
着
す
る
移
民
の
数
が
減
少
を

続
け
、
市
が
収
容
す
る
亡
命
希

望
者
の
数
が
18
か
月
で
最
低
水

準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け

た
も
の
。２
０
２
２
年
春
以
来
、

同
市
に
は
22
万
９
０
０
０
人
の

移
民
が
到
着
し
た
。
し
か
し
、

収
容
さ
れ
て
い
る
移
民
の
数
は

5
万
１
０
０
０
人
に
過
ぎ
ず
、

昨
年
1
月
の
6
万
９
０
０
０
人

超
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
当
局
に

よ
る
と
、
同
市
は
6
月
ま
で
に

少
な
く
と
も
46
の
移
民
用
シ
ェ

ル
タ
ー
を
閉
鎖
す
る
予
定
で
、

こ
れ
に
よ
り
数
十
億
ド
ル
の
節

約
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
。

　

昨
年
末
、
市
当
局
は
、
ラ
ン

ド
ー
ル
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る

何
千
人
も
の
移
民
が
暮
ら
す
広

大
な
テ
ン
ト
シ
ェ
ル
タ
ー
、
お

よ
び
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
フ
ロ
イ

ド
・
ベ
ネ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド

に
あ
る
家
族
向
け
の
別
の
テ
ン

ト
複
合
施
設
を
閉
鎖
す
る
と
発

表
し
て
い
る
。

　

今
回
の
閉
鎖
に
は
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ク
リ
ン
ト
ン
・
ヒ
ル

地
区
に
あ
る
ホ
ー
ル
・
ス
ト
リ

ー
ト
・
シ
ェ
ル
タ
ー
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ワ
ト
ソ
ン
・
ホ
テ
ル

と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
、

フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ
の
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
・
ヴ
ァ
イ
ブ
・
ホ
テ
ル

と
い
う
3
つ
の
大
規
模
な
緊
急

対
応
・
救
援
セ
ン
タ
ー
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　

こ
の
閉
鎖
に
よ
り
、
テ
ン
ト

暮
ら
し
を
し
て
い
た
何
千
人
も

の
人
々
を
収
容
す
る
新
た
な
場

所
と
し
て
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
の
ブ

ル
ッ
ク
ナ
ー
・
ブ
ル
バ
ー
ド
に

新
た
な
避
難
所
を
開
設
し
、
ラ

ン
ド
ー
ル
ズ
ア
イ
ラ
ン
ド
や
閉

鎖
さ
れ
る
他
の
避
難
所
に
収
容

さ
れ
て
い
た
単
身
の
成
人
男
性

移
民
２
２
０
０
人
を
収
容
す
る

計
画
を
発
表
し
た
。

　

ア
ダ
ム
ス
市
長
は
一
貫
し
て

移
民
労
働
者
の
就
労
を
認
め
る

よ
う
求
め
て
い
る
が
、
監
視
団

体
は
ケ
ー
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

負
担
が
過
剰
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
市
が
定
め
た
期
限
に
よ
り
避

難
所
を
転
々
と
す
る
た
め
、
多

く
の
移
民
が
混
乱
し
た
り
、
覚

え
た
仕
事
を
最
初
か
ら
や
り
直

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘

し
て
い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

移
民
避
難
所
を
続
々
と
閉
鎖

Ｎ
Ｙ
市
が
施
設
閉
鎖
の
計
画
を
発
表

ベ
ッ
ド
１
万
床
を
削
減
し
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
に
新
避
難
所
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

４. 大学の帰国生入試廃止
傾向について（２）

　

先
月
か
ら
の
新
ト
ピ
ッ
ク
で

は
、
近
年
の
傾
向
と
し
て
見
ら

れ
る
日
本
の
大
学
で
の
「
帰
国

枠
入
試
廃
止
」
に
つ
い
て
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
前
回
は

一
般
的
な
現
状
況
を
説
明
い

た
し
ま
し
た
。
慶
應
や
早
稲

田
大
学
を
筆
頭
に
、
数
校
の

大
学
で
は
す
で
に
昨
年
実
施

（
２
０
２
４
年
）
の
入
学
試
験

を
見
て
も
、
帰
国
生
枠
で
受
験

で
き
る
学
部
が
大
幅
に
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
帰
国

受
験
生
間
の
競
争
も
激
化
し
か

ね
な
い
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し

た
。
帰
国
子
女
を
ど
ん
ど
ん
受

け
入
れ
て
生
徒
ら
の
多
様
化
を

図
る
時
期
が
長
く
続
き
ま
し
た

が
、
最
近
は
こ
れ
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
、
入
学
後

に
国
内
生
と
帰
国
生
間
で
大
き

な
基
礎
学
力
の
差
が
見
ら
れ
る

こ
と
が
目
立
っ
て
き
た
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
も
う

少
し
大
き
な
文
脈
で
こ
の
問
題

を
掘
り
下
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

私
立
大
学
の
定
員
に
つ
い
て

　

前
回
こ
の
現
象
の
考
え
ら
れ

る
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
上

記
の
よ
う
な
学
力
の
差
を
挙
げ

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
今
か

ら
８
、９
年
前
の
こ
と
で
す
が
、

私
立
大
学
が
定
員
オ
ー
バ
ー
の

新
入
生
を
入
れ
た
場
合
、
文
部

科
学
省
か
ら
そ
れ
ま
で
交
付
さ

れ
て
い
た
補
助
金
が
削
ら
れ

る
、
と
い
う
政
府
か
ら
の
罰
則

が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
定
員
が
厳
し
く
定
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
合
格
す

る
競
争
率
は
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
模
擬
試
験
結
果
で
は
合

格
圏
に
い
た
受
験
生
ら
が
こ
の

定
員
に
入
り
こ
め
ず
、
実
際
の

受
験
で
は
不
合
格
に
な
る
と
い

う
事
例
が
続
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け

た
の
が
、
お
そ
ら
く
少
子
化
に

お
け
る
受
験
生
総
数
の
減
少
で

す
。
例
え
ば
関
東
で
言
え
ば
人

気
の
あ
る
早
慶
、
上
智
、
ま
た

M
ARCH

と
呼
ば
れ
る
明
治
、

青
山
、
立
教
、
中
央
、
法
政
大

学
な
ど
に
受
験
生
が
集
中
し
、

こ
の
た
め
こ
れ
ら
以
外
の
大
学

が
経
営
困
難
に
陥
る
可
能
性
が

ら
が
い
ま
す
。
現
在
日
本
の
大

学
で
そ
の
よ
う
な
生
徒
ら
数
人

と
授
業
で
関
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
多
く
が
外
部
か
ら
受

験
を
経
験
し
て
入
学
し
て
き
た

生
徒
ら
と
比
べ
る
と
、
や
は
り

努
力
度
や
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
能

力
で
劣
る
の
は
否
め
ま
せ
ん
。

「
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
な
か
っ
た

ん
だ
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
大
学

に
入
れ
た
、
へ
へ
へ
」
と
明
る

く
教
え
て
く
れ
た
内
部
生
も
い

ま
し
た
。
総
合
型
選
抜
入
試
が

良
く
な
い
と
は
全
く
言
い
ま
せ

ん
し
、
人
間
力
を
様
々
な
角
度

か
ら
評
価
す
る
の
は
重
要
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
は

あ
く
ま
で
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

指
導
を
行
う
場
所
で
す
。
ト
ッ

プ
の
大
学
が
こ
の
制
度
を
縮
小

す
る
の
は
う
な
ず
け
ま
す
し
、

今
後
、
帰
国
枠
入
試
を
全
面
廃

止
し
、
そ
の
他
の
大
学
が
主
な

受
け
入
れ
先
に
な
る
可
能
性
は

あ
り
ま
す
。

将
来
の
専
門
分
野
で
考
え
る

　

こ
の
よ
う
に
、
帰
国
枠
受
験

は
以
前
ほ
ど
容
易
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
志
望
し
て
い
た
大

学
で
も
、
ご
く
少
数
の
学
部
以

外
の
帰
国
枠
入
試
が
な
く
な
っ

た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
そ

の
大
学
に
行
き
た
い
か
ら
受
験

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
分
が

勉
強
し
た
い
専
門
分
野
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
受
験
す
る
の
か
を

よ
く
考
え
て
、も
し
後
者
な
ら
、

そ
の
よ
う
な
学
部
の
評
判
が
良

く
、
ま
た
帰
国
枠
で
も
受
験
で

き
る
条
件
に
合
う
大
学
を
３
、

４
校
ピ
ッ
ク
し
て
実
際
見
学
に

行
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。
い
ず

れ
に
し
て
も
簡
単
な
受
験
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
点
数
取
得
な
ど
準
備

に
励
み
ま
し
ょ
う
。（
つ
づ
く
）

 　
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学

教
育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共

に
様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術

記
事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア

メ
リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子

ど
も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通

信
出
版
社
）
な
ど
。

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

逆
に
定
員
の
厳
格
化
に
よ
り
競

争
の
高
い
大
学
か
ら
様
々
な
安

全
圏
大
学
に
受
験
者
が
分
散
化

さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
要

因
に
よ
り
人
気
の
大
学
ら
は
帰

国
枠
で
受
験
で
き
る
学
部
や
人

数
を
少
数
に
制
限
し
始
め
た
わ

け
で
す
。

総
合
型
選
抜
入
試
の
落
と
し
穴

　

さ
て
こ
れ
ら
の
要
因
に
加
え

て
、
帰
国
入
試
は
そ
の
多
く
が

「
総
合
型
選
抜
入
試
」
と
言
わ

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
学
力
以
外
で

も
何
か
の
能
力
や
ス
キ
ル
、
個

性
な
ど
の
総
合
評
価
で
合
否
が

決
ま
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
人

数
が
増
え
て
き
て
お
り
、
先
述

の
通
り
授
業
内
容
に
つ
い
て
い

け
な
い
学
生
が
目
立
っ
て
き
た

の
も
事
実
で
す
。
例
え
ば
、
似

た
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
、
中
高
一

貫
校
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で

大
学
ま
で
入
っ
て
き
た
内
部
生

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

学
院
は
、
２
０
２
５
年
度

春
季
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ

Ⅰ
の
出
願
を
受
付
中
だ
。
募

集
要
項
は
学
院
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
（https://www.keio.

edu/adm
issions/2025-

admissions-en

）
に
掲
載
。
出

願
期
間
は
２
０
２
５
年
1
月

3
日
か
ら
１
月
23
日 (

必
着

)

。
ウ
ェ
ブ
合
否
発
表
日 (

第

1
次
選
考)

２
０
２
５
年
2
月

14
日
。
筆
記
及
び
面
接
試
験

日 (

第
2
次
選
考)

【
Ｎ
Ｙ
】

２
０
２
５
年
3
月
1
日
、
2

日　

予
備
日 

２
０
２
５
年
3

月
3
日
、【
東
京
】
２
０
２
５

年
3
月
8
日
、
9
日　

予
備
日

２
０
２
５
年
3
月
10
日
。
ウ
ェ

ブ
合
否
発
表
日 (

第
2
次
選
考

)

２
０
２
５
年
3
月
26
日
。
出

願
に
必
要
な
所
定
用
紙
は
入
試

ポ
ー
タ
ル
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
は

入
試
ポ
ー
タ
ル
に
サ
イ
ン
イ
ン

を
し
て
確
認
す
る
こ
と
。
な

お
、
出
願
期
限
は
1
月
23
日 (

必
着) 

と
な
っ
て
い
る
。
同
学

院
で
は
出
願
を
検
討
中
の
者

は
、
早
目
の
準
備
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
不
明
な
点
な
ど
問
い

合
わ
せ
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ズ
・
オ
フ
ィ
ス
（
Ｅ
メ
ー
ル　

admissio㎱ @keio.edu

）。

慶應義塾ＮＹ学院
（高等部）

2025 年度ＡＯ入試
出願 23日締め切り

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
http://brooklyntime.net
https://www.keio.edu/admissions/2025-admissions-en
mailto:admissions@keio.edu
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
気
づ
け
ば

１
月
も
後
半
に
差
し
掛
か
り
ま

し
た
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ご

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！

　

さ
て
、
年
末
年
始
と
い
え
ば

日
本
の
「
夢
の
９
連
休
」
が
大

き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
ね
。

日
本
に
住
む
皆
さ
ま
が
羨
ま
し

い
限
り
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

12
月
25
日
と
１
月
１
日
の
２
日

間
だ
け
が
公
式
な
祝
日
。
今
年

は
ど
ち
ら
も
水
曜
日
と
い
う
微

妙
な
日
程
に
よ
り
、
連
休
感
ゼ

ロ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

（
涙
）。
そ
れ
で
も
、
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
醍
醐
味
と
い
え

ば
、
や
は
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

仲
間
た
ち
と
の
交
流
で
す
。
普

段
な
か
な
か
話
せ
な
い
ル
ー
ト

66
沿
線
の
友
人
知
人
や
国
外
の

仲
間
た
ち
と
近
況
を
報
告
し
合

う
ひ
と
と
き
は
、
何
に
も
代
え

が
た
い
「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
」
を
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。

さ
て
、
１
月
に
入
る
と
ル
ー
ト

66
は
本
格
的
に
「
冬
眠
」
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。
ル
ー
ト
66
沿

線
の
約
８
割
は
厳
し
い
冬
の
影

響
を
受
け
、
道
路
状
況
が
悪
化

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
モ
ー

テ
ル
や
博
物
館
、
お
土
産
屋
さ

ん
も
一
時
的
に
休
業
に
入
る
こ

と
が
多
い
で
す
。「
そ
れ
じ
ゃ

あ
冬
の
間
は
何
も
楽
し
め
な
い

の
？
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
時
期
こ
そ
、
情
報

収
集
や
旅
行
計
画
に
集
中
す
る

絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
実

は
、
旅
の
計
画
を
立
て
て
い
る

時
間
こ
そ
が
、
旅
そ
の
も
の
と

同
じ
く
ら
い
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ひ

と
と
き
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
今

年
の
冬
も
ル
ー
ト
66
に
関
す
る

最
新
情
報
や
役
立
つ
ヒ
ン
ト
を

お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
楽
し
み
に
！
そ
れ
で

は
、
新
年
最
初
の
シ
ー
ズ
ン
⑥

「
今
、
ル
ー
ト
66
で
は
何
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
？
」
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
た
時
事
的
話
題
、
早

速
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

 

■
ル
ー
ト
66
：
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド

生
誕
記
念
イ
ベ
ン
ト
、
公
式
ホ

ス
ト
シ
テ
ィ
は
ど
こ
に
？

　

先
ず
は
何
と
言
っ
て
も
こ

の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
お
伝
え
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。「
ル
ー

ト
66
ロ
ー
ド
・
ア
ヘ
ッ
ド
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
は
、

２
０
２
６
年
に
迎
え
る
ル
ー
ト

66
の
１
０
０
周
年
記
念
を
祝
う

イ
ベ
ン
ト
「
ル
ー
ト
66
セ
ン
テ

ニ
ア
ル
キ
ッ
ク
オ
フ
」
の
公
式

ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ル
ー
ト
66
沿

線
の
街
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
・
・
こ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
開
始
日
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
る
の
は
、
１
９
２
６
年
４
月

30
日
。
長
年
お
付
き
合
い
頂
い

て
い
る
読
者
さ
ん
は
お
気
付
き

で
す
ね
？
そ
う
、
こ
の
日
は
シ

カ
ゴ
か
ら
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
を
結

ぶ
新
し
い
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
公
式

ナ
ン
バ
ー
と
し
て
「
66
」
が
指

定
さ
れ
た
日
で
す
。
記
念
イ
ベ

ン
ト
は
、
ラ
イ
ブ
の
オ
ン
ラ
イ

ン
・
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト

と
、
選
ば
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
又
は
街
）
で
の
現
地
開
催
イ

ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ

れ
ま
す
。
公
式
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ

に
選
ば
れ
る
の
は
１
つ
の
街
の

み
で
、
そ
の
街
は
自
ら
の
イ
ベ

ン
ト
や
活
動
を
通
じ
て
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
多
く
の
観

光
客
を
寄
び
こ
む
絶
好
の
機
会

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
・
イ
ベ
ン
ト

で
予
定
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、

ホ
ス
ト
・
シ
テ
ィ
か
ら
の
音
楽

や
ホ
ス
ト
、
そ
の
他
の
エ
ン
タ

メ
の
ラ
イ
ブ
配
信
、
大
統
領
ま

た
は
政
権
の
要
人
に
よ
る
「
全

国
ル
ー
ト
66
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
宣

言
」、
ル
ー
ト
66
沿
い
の
州
知

事
、
州
協
会
、
ま
た
は
州
生
誕

祭
委
員
会
に
よ
る
「
州
ル
ー
ト

66
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
宣
言
」、
更

に
は
「
可
決
さ
れ
れ
ば
」
で
す

が
、
内
務
長
官
ま
た
は
連
邦
政

府
関
係
者
に
よ
る
ル
ー
ト
66
の

新
た
な
「
国
立
歴
史
的
ト
レ
イ

ル
」
指
定
の
発
表
、
と
そ
の
他

多
数
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
式
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
と
し
て
立

候
補
す
る
た
め
に
は
企
画
提
案

書
を
２
月
10
日
ま
で
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、

ど
の
街
に
な
る
の
か
ス
ー
パ
ー

ボ
ウ
ル
の
組
み
合
わ
せ
予
想
と

同
じ
く
ら
い
楽
し
み
で
す
ね
！

 

■
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
：
ル
ー
ト
66

ブ
ル
ー
ホ
エ
ー
ル
ズ
誕
生
!?

　

さ
て
、
次
は
ス
ポ
ー
ツ
系
の

話
題
を
一
つ
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら

既
に
ど
こ
で
何
が
行
わ
れ
る
の

か
、
想
像
に
難
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
同
州
タ
ル
サ
に
拠
点
を

置
く
、
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｌ
所
属
の
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム「
タ
ル
サ
・

オ
イ
ラ
ー
ズ
」
は
、１
月
10
日
、

11
日
の
両
日
、
彼
ら
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
に
お
い
て
ル
ー
ト
66
と

近
郊
の
カ
ト
ゥ
ー
サ
の
街
に
あ

る
「
ブ
ル
ー
・
ホ
エ
ー
ル
ラ
ン

ド
」
へ
の
敬
意
を
表
し
て
、
チ

ー
ム
名
称
を
「
ル
ー
ト
66
ブ
ル

ー
・
ホ
エ
ー
ル
ズ
」
に
２
日
間

だ
け
変
更
し
て
プ
レ
イ
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
頂

く
頃
に
は
試
合
は
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ

グ
ッ
ズ
の
好
き
な
方
は
メ
モ
リ

ア
ル
商
品
が
出
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
是
非
オ
イ
ラ
ー
ズ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
実
は
こ
の
オ

イ
ラ
ー
ズ
、
タ
ル
サ
の
街
で
最

も
歴
史
の
古
い
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
で
、
創
立
は
何
と
１
９
２
８

年
。
ル
ー
ト
66
開
通
時
と
ほ
ぼ

同
時
期
な
の
で
す
。
チ
ー
ム
に

と
っ
て
ル
ー
ト
66
は
特
別
な
意

味
を
持
ち
、
シ
カ
ゴ
、
オ
ク
ラ

ホ
マ
シ
テ
ィ
、
そ
し
て
セ
ン
ト

ル
イ
ス
と
、
試
合
の
た
め
に
ル

ー
ト
66
を
旅
し
た
そ
う
で
す
。

フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は
特
別
な
２

日
間
に
な
り
そ
う
で
す
。

 

■
イ
リ
ノ
イ
州
：
ル
ー
ト
66
の

名
店
『
カ
ー
ヴ
・
イ
ン
』、
全

米
最
高
の
穴
場
バ
ー
に
選
出
！

　

今
月
の
〆
は
食
の
話
題
で
。

同
州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

の
「
カ
ー
ヴ
・
イ
ン
」
が
、
全

米
３
千
人
の
成
人
を
対
象
に
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
国
内
で
最
高
の
「
穴

場
」
バ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

そ
の
料
理
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
エ
ン
タ
メ
と
メ
デ

ィ
ア
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「Geek 

Nexus

」
が
そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
た
も
の
で
最
終
的

に
１
２
０
の
バ
ー
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
カ
ー
ヴ
・
イ
ン
は

１
９
３
２
年
創
業
、
ル
ー
ト
66

で
あ
っ
た
６
番
街
に
あ
り
、
そ

の
店
の
雰
囲
気
、
ポ
ニ
ー
・
シ

ュ
ー
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
そ
し

て
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
の
全
国
的

な
イ
ベ
ン
ト
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
お
近
く

に
も
そ
の
ス
ポ
ッ
ト
、
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
よ
！

　

そ
れ
で
は
皆
様
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
17
：
１
０
０
周
年
記
念
の
公
式
ホ
ス
ト
は
ど
こ
に
？
な
ど

1

　
昨
年
、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ

Ｅ
（International Committee 

for Exhibition Exchange

：
展

示
・
交
流
国
際
委
員
会
）
年
次

会
合
が
あ
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア

の
タ
ル
ト
ゥ
を
訪
問
し
て
き

ま
し
た
。
タ
ル
ト
ゥ
は
エ
ス
ト

ニ
ア
で
2
番
目
に
人
口
の
多
い

都
市
で
、
首
都
の
タ
リ
ン
が
政

治
・
商
業
の
中
心
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
エ
ス
ト
ニ
ア
最
古
の

大
学
が
あ
る
タ
ル
ト
ゥ
は
エ

ス
ト
ニ
ア
の
学
問
・
文
化
の

中
心
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
は
欧
州
文
化

首
都
（European Capital of 

Culture

）
と
な
り
、「Arts of 

Survival

」
を
テ
ー
マ
に
、
今

後
も
良
い
生
活
を
送
る
た
め
の

知
識
、
技
術
、
価
値
観
の
共
有

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
掲
げ
、

昨
年
1
月
か
ら
市
内
及
び
南
エ

ス
ト
ニ
ア
全
域
で
３
５
０
以
上

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
１
６
０
０

も
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

本
稿
で
は
、
会
場
と
な

っ
た
エ
ス
ト
ニ
ア
国
立
博

物

館
（Estonian National　

Museum

）
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
同
館
の
建
物
は
、

旧
ソ
連
時
代
の
軍
用
機
地
の
滑

走
路
の
延
長
線
上
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
５
〜
06
年
に

エ
ス
ト
ニ
ア
独
立
15
周
年
を
記

念
し
て
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
国
際
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、

１
０
８
の
案
件
か
ら
選
ば
れ
た

3
人
の
建
築
家
に
よ
っ
て
設
計

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
日

本
人
建
築
家
の
田
根
剛
氏
で

す
。
設
計
者
は
「
旧
ソ
連
支
配

下
時
代
の
軍
用
機
地
の
滑
走
路

を
否
定
せ
ず
に
、
そ
の
延
長
線

上
に
長
さ
３
５
５
メ
ー
ト
ル
の

建
物
を
配
置
し
、
過
去
の
記
憶

を
未
来
へ
と
続
く
デ
ザ
イ
ン
」

に
し
た
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
10
月
1
日
に
開
館

し
ま
し
た
。

　
６
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
も

の
広
さ
を
誇
る
同
館
は
、
エ
ス

ト
ニ
ア
国
内
最
大
規
模
で
、
常

設
展
は
大
き
く
2
つ
の
展
示
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
は

「Encounter

」
と
い
う
展
示
で
、

現
代
・
近
代
・
古
代
の
エ
ス
ト

ニ
ア
と
い
う
よ
う
に
時
間
を
遡

っ
て
い
く
展
示
手
法
が
と
ら
れ

て
お
り
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
文
化

史
と
日
常
生
活
を
拡
大
し
、
現

在
か
ら
氷
河
期
ま
で
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
広
が
る
見
応
え
の
あ

る
展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も

う
一
つ
の
常
設
展
示
「Echo of　

the Urals

」
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

北
部
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
と
バ

ル
ト
海
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
至
る

広
大
な
土
地
に
住
む
、
独
自
の

国
家
を
持
た
な
い
フ
ィ
ン
・
ウ

ゴ
ル
語
族
の
先
住
民
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
興
味
深
い
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
最
大
の
注
目
点
は
、
展
示
の

す
べ
て
が
デ
ジ
タ
ル
・
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は

「e-Estonia

」
と
し
て
行
政
の
完

全
デ
ジ
タ
ル
化
を
導
入
し
て
お

り
、
同
館
も
２
０
１
９
年
に
多

言
語
対
応
の
新
チ
ケ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
観
覧
者
は
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ
ス
ク
で

選
択
し
た
言
語
で
解
説
を
得
る

と
と
も
に
、
体
験
情
報
を
内

蔵
チ
ッ
プ
に
保
存
し
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
入
場
チ
ケ

ッ
ト
を
デ
バ
イ
ス
（
解
説
ボ
ー

ド
）
に
か
ざ
す
と
表
示
が
自
分

の
チ
ケ
ッ
ト
に
登
録
さ
れ
て
い

る
言
語
に
変
化
し
、
チ
ケ
ッ
ト

に
記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
当
該
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
を
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
博
物
館
で
も
技
術

的
に
は
可
能
で
す
が
、
実
現
に

は
膨
大
な
予
算
の
確
保
が
必
要

で
、
課
題
は
大
き
そ
う
で
す
。　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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２
０
１
９
年
公
開
「
ラ
イ

オ
ン
・
キ
ン
グ
」
の
前
日
譚

に
当
た
り
、
プ
ラ
イ
ド
ラ
ン

ド
王
国
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

シ
ン
バ
の
父
ム
フ
ァ
サ
の
半

生
を
描
く
物
語
。
前
作
で
シ

ン
バ
は
父
ム
フ
ァ
サ
を
殺
し

た
叔
父
の
ス
カ
ー
を
倒
す
が
、

ム
フ
ァ
サ
と
ス
カ
ー
の
兄
弟

が
な
ぜ
対
立
し
た
の
か
、
過

去
に
何
が
あ
っ
た
の
か
愛
と

憎
し
み
に
満
ち
た
兄
弟
の
ラ

イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
が
明
か
さ

れ
る
。

　

太
く
優
し
い
響
き
を
持

ち
数
々
の
作
品
に
出
演
し
、

１
９
９
４
年
の
ア
ニ
メ
「
ラ

イ
オ
ン
・
キ
ン
グ
」
と
前
作

で
ム
フ
ァ
サ
の
声
を
担
当
し

た
俳
優
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ー

ル
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
昨
年
９

月
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
彼

に
捧
げ
る
一
作
で
も
あ
る
。

声
で
は
セ
ス
・
ロ
ー
ゲ
ン
、

ビ
ヨ
ン
セ
、
ビ
リ
ー
・
ア
イ

ク
ナ
ー
が
続
投
。
ム
フ
ァ
サ

の
宿
敵
で
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
の
キ
ロ
ス
の
声
は
マ
ッ
ツ
・

ミ
ケ
ル
セ
ン
が
担
当
し
て
い

る
。
監
督
は
２
０
１
６
年
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
作
品
賞
を
受
賞

し
た
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」
の

バ
リ
ー
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
。

　

ム
フ
ァ
サ
の
息
子
で
プ
ラ

イ
ド
ラ
ン
ド
の
王
シ
ン
バ
と

妻
の
ラ
ナ
は
第
２
子
を
出
産

す
る
た
め
娘
の
キ
ア
ラ
を
仲

間
の
ラ
フ
ィ
キ
ら
に
預
け
て

少
し
離
れ
た
地
域
に
移
っ
た
。

そ
の
間
に
イ
ボ
イ
ノ
シ
シ
の

プ
ン
バ
ァ
や
ミ
ア
キ
ャ
ッ
ト

の
テ
ィ
モ
ン
が
加
わ
り
、
キ

ア
ラ
に
祖
父
ム
フ
ァ
サ
の
若

き
日
の
頃
を
話
し
き
か
せ
る
。

　

ム
フ
ァ
サ
は
元
々
ラ
イ
オ

ン
王
国
の
王
子
で
は
な
か
っ

た
。
洪
水
で
父
母
と
離
れ
離

れ
に
な
り
遥
か
遠
く
地
に
流

れ
着
い
た
。
あ
わ
や
ワ
ニ
に

襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に

オ
バ
シ
ー
王
国
の
プ
リ
ン
ス
、

タ
カ
（
後
の
ス
カ
ー
）
と
彼

の
母
親
に
助
け
ら
れ
た
の
だ

っ
た
。
タ
カ
の
父
は
ム
フ
ァ

サ
を
家
族
に
迎
え
入
れ
る
の

を
拒
ん
だ
が
、
タ
カ
と
母
が

説
得
。
タ
カ
と
ム
フ
ァ
サ
は

仲
良
く
、
共
に
成
長
し
本
当

の
兄
弟
の
よ
う
に
強
い
絆
で

結
ば
れ
た
。

　

獰
猛
な
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ

ン
の
王
国
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

ズ
が
オ
バ
ジ
ー
王
国
を
襲
い
、

ム
フ
ァ
サ
と
タ
カ
は
種
族
を

引
き
継
ぐ
た
め
故
郷
を
離
れ

新
天
地
を
求
め
て
旅
立
つ
。

彼
ら
は
苦
難
を
乗
り
越
え
、

更
に
強
く
心
を
通
わ
せ
あ
う

の
だ
が
、
タ
カ
に
は
ム
フ
ァ

サ
と
出
会
っ
た
幼
き
頃
か
ら

芽
生
え
始
め
た
嫉
妬
の
念
が

あ
っ
た
。　

　

前
作
に
続
き
デ
ィ
ズ
ニ
ー

は
実
写
風
映
像
と
Ｃ
Ｇ
ア
ニ

メ
を
組
み
合
わ
せ
た
特
有
の

製
作
技
術
を
使
っ
て
お
り
ま

る
で
本
物
の
動
物
た
ち
が
出

演
し
て
い
る
よ
う
な
迫
力
溢

れ
る
映
像
だ
。２
時
間
。Ｐ
Ｇ
。

（
明
）

Mufasa: 
The Lion King

Photo :　
W

alt Disney Pictures

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

真
の
勇
者
の
心

 ■上映館■
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兄弟として成長するムファサ（左）とタカ

　

第
46
回
Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会

（
中
澤
利
彦
代
表
）が
19
日（
日
）

午
後
７
時
か
ら
、
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
に
あ
る
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス

（RESOBOX

：
東
３
丁
目
９
番

地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
の
ゲ
ス
ト
は
、
コ
メ

デ
ィ
ア
ン
の
村
本
大
輔
（
お
笑

い
コ
ン
ビ
「
ウ
ー
マ
ン
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
」
ボ
ケ
担
当
）
と
、

コ
リ
ン
ズ
ユ
リ
エ
の
２
人
。
村

本
は
２
０
１
１
年
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

お
笑
い
新
人
グ
ラ
ン
プ
リ 

最

優
秀
新
人
賞
や
、
12
年
「THE　

MANZAI

」
優
勝
な
ど
、
受
賞

多
数
。
23
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
で

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
コ
リ

ン
ズ
は
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、

18
歳
で
演
技
を
学
び
に
ア
メ
リ

カ
に
渡
る
。『Bull

（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）』

や『Gotham

（
Ｆ
Ｏ
Ｘ
）』『The 

OA

（
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
）』

と
い
っ
た
人
気
ド
ラ
マ
に
も
出

演
す
る
他
、
劇
場
で
舞
台
女
優

と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

　

今
回
は
英
語
で
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
進
行
す
る
。
終
了
後
、

交
流
会
も
行
わ
れ
る
。
入
場
料

は
30
ド
ル
（
現
金
、
ま
た
は

Venmo

に
て
支
払
う
）。
問
い

合
わ
せ
・
予
約
は
Ｅ
メ
ー
ル

ny.entame@gmail.com

。
詳

細
は
Ｆ
Ｂ
ペ
ー
ジ
へ
メ
ッ
セ
ー

ジhttps://www.facebook.
com/ny.entame/

を
参
照
。

ゲ
ス
ト
に
村
本
大
輔
と

コ
リ
ン
ズ
ユ
リ
エ
招
く

第46回NYエンタメの会
19日にレゾボックスで開催

　

運
輸
保
安
庁
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
は

７
日
、
毎
年
恒
例
「
空
港
の
保

安
検
査
で
見
つ
か
っ
た
『
普

通
で
は
な
い
モ
ノ
』
10
」
の

２
０
２
４
年
版
リ
ス
ト
を
公
表

し
た
。
リ
ス
ト
の
８
位
に
は
、

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
国

際
空
港
で
押
収
さ
れ
た
、
拳
銃

の
部
品
が
巧
み
に
隠
さ
れ
た
ブ

ー
ツ
と
レ
ゴ
の
箱
が
選
ば
れ

た
。
同
空
港
の
Ｔ
Ｓ
Ａ
の
検
査

官
は
10
月
16
日
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

Ａ
の
手
荷
物
の
Ｘ
線
検
査
所

で
、
容
疑
者
の
ダ
ッ
フ
ル
バ
ッ

グ
の
中
か
ら
完
全
に
分
解
さ
れ

た
９
ミ
リ
拳
銃
の
部
品
を
見
つ

け
た
。
そ
の
ほ
か
持
ち
込
み
禁

止
物
と
し
て
、
下
着
の
中
に
隠

さ
れ
た
生
き
た
蛇
や
、
松
葉
杖

や
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
の
瓶
の
中

の
違
法
薬
物
、
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ

や
靴
、
テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
の
中
の

武
器
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
中
の
銃

器
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
似
せ

た
爆
発
物
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
が

押
収
さ
れ
て
い
る
。

空
港
で
発
見
さ
れ
た

ヤ
バ
イ
も
の
リ
ス
ト
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2025 年（令和 7 年）1 月 18 日（土） ［総　合］　　（20  ）

https://japaneseschool.org



